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私
は
大
正
二
年
六
月
十
五
日
、
本
校
に
於
て
開
催
せ
ら
れ
た
宗
祖
大
師
の
降

誕
記
念
會
の
講
演
に
、
「
大
師
の
時
代
」
と
題
し
た
一
場
の
講
演
を
致
し
ま
し

た
。
其
の
時
よ
り
今
日
に
至
る
ま
で
、
支
那
流
で
申
し
ま
す
れ
ば
、
裘
葛
約
三

十
年
に
な
り
ま
す
が
、
其
の
間
に
於
け
る
我
が
國
の
東
洋
學
の
進
歩
は
驚
歎
す

べ
き
程
の
も
の
で
あ
り
、
佛
教
に
關
す
る
研
究
も
、
幾
多
英
俊
の
士
が
輩
出
し

て
長
足
の
進
歩
を
致
し
ま
し
た
が
、
西
洋
の
所
謂
東
洋
學
者
の
研
究
も
中
々
に

進
ん
で
居
り
ま
し
て
、
殊
に
從
來
研
究
の
資
料
が
缺
乏
し
て
居
つ
た
た
め
、
と

か
く
に
忽
諸
に
附
せ
ら
れ
て
居
た
支
那
日
本
の
密
教
研
究
も
、
眞
言
宗
で
は
、

碩
學
長
谷
寶
秀
大
僧
正
等
の
御
盡
力
に
よ
り
、
幾
多
の
貴
重
な
る
研
究
資
料
が

本
校
か
ら
出
版
せ
ら
れ
、
ま
た
新
義
眞
言
宗
で
は
、
權
田
雷
斧
大
僧
正
、
富
田

※
純
大
僧
正
等
の
秘
密
辭
林
の
出
版
以
後
、
智
山
、
豐
山
の
龍
象
の
方
々
が
幾

多
の
貴
重
な
る
研
究
を
發
表
せ
ら
れ
、
其
の
内
容
は
内
外
の
密
教
學
者
を
刺
戟

し
た
も
の
と
見
え
ま
し
て
、
或
は
梵
語
の
材
料
か
ら
或
は
西
藏
方
面
蒙
古
滿
洲

の
方
面
か
ら
集
め
ま
し
た
材
料
な
ど
を
基
礎
と
致
し
ま
し
た
研
究
が
、
續
々
發

表
せ
ら
れ
て
居
り
ま
す
。
就
中
、
昨
年
物
故
致
さ
れ
た
大
谷
派
出
身
の
西
藏
學

者
で
、
京
都
帝
大
文
學
部
講
師
大
谷
大
學
の
教
授
で
あ
つ
た
寺
本
婉
雅
師
が
、

金
剛
智
三
藏
の
入
唐
に
先
だ
つ
數
年
前
吐
蕃
即
ち
西
藏
か
ら
入
唐
せ
ら
れ
我
が

國
へ
も
元
正
天
皇
の
御
宇
の
養
老
年
間
に
來
朝
せ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
と
ま
で

傳
へ
ら
る
ゝ
密
教
の
高
僧
善
無
畏
の
御
名
前
は
、
梵
名
は
戍
婆
羯
羅
僧
伽












で
あ

る
か
ら
淨
獅
子
と
譯
す
る
は
納
得
出
來
る
が
、
「
善
無
畏
」
と
云
ふ
は
畢

竟

戍

婆
羯
羅









の
西
藏
譯B

zan-byed

の
音
譯
に
外
な
ら
ぬ
こ
と
を
世
に
發
表
せ
ら
れ

た
の
は
、
敬
服
の
外
は
な
い
。
ま
た
佛
國
の
官
吏
で
、
永
ら
く
支
那
ま
た
は
佛

領
印
度
に
於
て
司
法
官
と
し
て
勤
務
し
、
檢
事
總
長
ま
で
勤
め
た
ギ
ユ
ス
タ
ー

ブ
・
ツ
サ
ン
と
云
ふ
方
は
、
煩
雜
極
ま
る
司
法
事
務
鞅
掌
の
餘
暇
を
以
て
、
金

剛
智
三
藏
の
南
印
度
か
ら
入
唐
せ
る
に
對
し
、
北
印
度
の
ウ
デ
イ
ヤ
ー
ナ
（

〔U
dya_na

〕
）
國
か
ら
西
藏
に
入
つ
て
、
印
度
密
教
を
西
藏
に
扶
植
し
た
蓮

花
生
菩
薩









（Padm
a-sam

bhava

）
の
傳
記PadahiTan-yik

を
、
十
數
年
の
星

霜
を
費
し
て
西
藏
原
典
か
ら
流
麗
な
佛
蘭
西
語
の
詩
に
譯
し
出
版
せ
ら
れ
、
世

界
の
學
者
を
驚
歎
せ
し
め
た
。
私
も
著
者
よ
り
一
本
の
寄
贈
を
受
け
、
再
三
通

讀
致
し
ま
し
た
が
、
從
來
、
米
人
で
支
那
の
駐
剳
公
使
で
あ
つ
た
ロ
ツ
ク
ヒ
ル

や
、
英
人
で
英
領
印
度
駐
屯
軍
附
き
の
軍
醫
ワ
ツ
デ
ル
（W

addel

）
な
ど
の

著
述
で
、
蓮
花
生
菩
薩










と
西
藏
本
來
の
宗
教
「
ボ
ン
パ
」
教
の
道
士
等
と
の
爭

を
概
略
し
か
知
る
よ
り
外
は
な
か
つ
た
私
ど
も
に
は
、
ツ
サ
ン
氏
の
名
著
で
洵

に
精
し
く
知
る
こ
と
が
出
來
て
、
西
藏
に
於
け
る
密
教
の
發
展
の
徑
路
を
髣
髴

と
眼
前
に
浮
び
出
す
や
う
に
感
ぜ
ら
れ
て
、
室
町
時
代
の
末
期
に
出
來
た
と
思

は
る
ゝ
宗
祖
大
師
の
繪
傳
抄
な
ど
と
比
較
し
て
、
甚
だ
興
味
を
覺
え
る
次
第
で

あ
り
ま
す
。
其
の
外
、
内
外
學
者
の
御
著
述
な
ど
、
拜
讀
致
す
毎
に
種
々
の
點

に
於
て
教
へ
ら
る
ゝ
こ
と
多
き
は
常
に
感
謝
の
外
は
あ
り
ま
せ
ぬ
。

　
唐
の
開
元
年
代
に
出
來
た
開
元
録
に
は
金
剛
智
三
藏
の
御
出
生
の
地
は
、
南

印
度
摩
頼
耶





國
（M

alaya

）
で
、
三
藏
は
婆
羅
門
種
の
家
に
生
れ
た
と
な
つ
て

あ
り
ま
す
。
然
る
に
稍
※
遲
れ
て
出
來
ま
し
た
貞
元
録
に
は
金
剛
智
三
藏
は
中

天
竺
刹
利
王
伊
舍
耶
靺
摩



















（
〔i_c,a_na-varm

an

〕
）
の
第
三
子
と
云
ふ
こ
と

に
な
つ
て
居
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
ま
す
れ
ば
、
金
剛
智
三
藏
の
種
姓
は
刹
帝

利
の
筈
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
海
雲
記
に
よ
り
ま
す
れ
ば
、
南
天
竺
の
國
王
の
第

三
子
で
あ
つ
た
と
の
事
で
す
が
、
た
ゞ
國
王
の
子
と
の
み
あ
り
ま
し
て
國
王
の

名
を
擧
げ
て
居
ま
せ
ん
。
海
雲
記
は
長
谷
大
僧
正
の
御
示
教
に
よ
り
ま
す
る
と
、

海
雲
は
、
眞
如
親
王
の
師
惠
果
阿
闍
梨
の
弟

子

法

全

の
弟
子
で
あ
り
ま
し
た
か

ら
、
宗
祖
大
師
が
唐
よ
り
御
將
來
の
金
剛
智
三
藏
に
關
す
る
記
録
に
比
す
れ
ば

後
か
ら
出
來
た
も
の
で
、
貞
元
録
も
開
元
録
に
比
す
れ
ば
後
に
出
た
も
の
で
あ
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り
ま
す
か
ら
、
私
は
金
剛
智
三
藏
は
、
南
天
竺
の
摩
頼
耶
國
に
生
れ
、
婆
羅
門

種
で
あ
つ
た
こ
と
を
確
信
致
す
も
の
で
、
三
十
有
餘
年
前
、
私
の
意
見
を
發
表

致
し
て
置
き
ま
し
た
か
ら
更
め
て
茲
に
申
上
げ
ま
せ
ん
。
貞
元
録
に
よ
り
ま
し

て
も
金
剛
智
三
藏
は
、
南
天
竺
將
軍
米
准
那
の
薦
聞
に
よ
つ
て
遂
に
南
天
竺
の

人
と
云
ふ
こ
と
に
な
つ
た
と
の
事
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
御
出
生
地
は
南
天
竺
で

あ
つ
た
か
中
天
竺
で
あ
つ
た
か
、
種
族
は
刹
帝
利
種
で
あ
つ
た
か
、
婆
羅
門
種

で
あ
つ
た
か
は
、
暫
ら
く
詮
議
を
見
合
は
す
こ
と
に
し
て
、
三
藏
が
活
動
し
た

地
域
は
、
中
天
竺
で
な
く
南
天
竺
で
あ
つ
た
こ
と
は
明
白
で
、
ま
た
南
天
竺
の

國
王
が
支
那
に
派
遣
し
た
舟
師
に
乘
ら
れ
て
、
支
那
へ
來
ら
れ
た
こ
と
は
確
實

で
あ
り
ま
す
か
ら
、
こ
れ
に
つ
き
て
私
の
論
議
を
進
め
た
い
と
思
ひ
ま
す
。

　
密
教
に
關
し
内
外
學
者
の
研
究
を
湊
合
し
て
比
較
稽
考
致
し
ま
す
る
と
、
日

本
密
教
の
光
が
、
他
の
國
々
の
密
教
に
比
較
し
て
一
段
と
輝
き
て
居
る
や
う
に

思
は
れ
、
一
千
一
百
有
餘
年
前
、
宗
祖
弘
法
大
師
が
支
那
海
の
驚
風
狂
瀾
を
冒

し
瘴
癘
の
※



氣
乃
至
寇
賊
を
も
顧
慮
せ
ら
れ
ず
し
て
、
當
時
の
世
界
の
中
で
至

高
至
大
の
文
化
を
持
つ
て
居
た
支
那
の
首
都
長
安
に
於
て
、
惠
果
阿
闍
梨
か
ら

傳
法
大
阿
闍
梨
の
灌
頂
を
受
け
ら
れ
て
、
當
時
の
東
洋
諸
國
に
於
て
最
も
隆
盛

を
極
め
た
密
教
を
我
が
國
に
傳
へ
ら
れ
た
御
功
績
に
對
し
、
益
々
感
謝
景
仰
の

念
を
増
す
ば
か
り
で
あ
り
ま
す
。
惠
果
和
上
の
師
は
不
空
金
剛
三
藏
で
、
不
空

金
剛
三
藏
の
師
は
金
剛
智
三
藏
で
あ
つ
た
こ
と
は
、
諸
君
の
已
に
熟
知
せ
ら
る
ゝ

所
で
あ
り
ま
す
が
、
傳
法
大
阿
闍
梨
の
位
に
登
ら
れ
た
宗
祖
大
師
の
法
名
は
、

遍
照
金
剛
即
ち
※
イ
ロ
ー
チ
ヤ
ナ
・
※
ヂ
ラ
（
〔V

a_irocana-V
ajra

〕
）
で

あ
り
ま
す
か
ら
理
智
の
相
即
圓
融
を
表
幟
し
た
法
名
で
、
實
際
、
日
本
密
教
は
、

金
剛
、
胎
藏
の
二
界
を
兼
備
し
た
密
教
で
あ
り
ま
す
か
ら
世
界
無
比
の
も
の
で

あ
る
こ
と
は
申
す
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ぬ
。
惠
果
和
上
が
宗
祖
大
師
に
期
待
し
、

ま
た
大
師
灌
頂
の
齋
會
に
參
列
し
た
五
百
の
大
徳
が
宗
祖
大
師
に
期
待
し
た
所

の
も
の
は
、
此
の
遍
照
金
剛
の
法
名
で
も
判
明
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
本
日
の
講
演
の
題
は
、
惠
果
阿
闍
梨
の
師
の
師
、
即
ち
、
宗
祖
大
師
か
ら
遡

り
て
、
四
代
目
の
傳
法
大
阿
闍
梨
で
あ
り
ま
し
た
「
金
剛
智
三
藏
と
將
軍
米
准

那
」
と
に
つ
き
て
諸
君
の
清
聴
を
汚
す
次
第
で
あ
り
ま
す
が
、
先
づ
金
剛
智
三

藏
の
生
れ
又
は
活
動
せ
ら
れ
た
南
天
竺
摩
頼
耶
國
と
は
、
如
何
な
る
國
で
あ
つ

た
か
、
ま
た
今
現
に
あ
る
か
を
申
上
げ
た
い
と
思
ひ
ま
す
。

　
摩
頼
耶
と
云
ふ
國
名
は
、
本
來
印
度
「
ア
ー
リ
ヤ
」
語
族
の
言
葉
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
土
語
で
「
山
」
と
云
ふ
意
味
の
語
で
あ
り
ま
す
が
、
雪
山
ま
た
は
雪

藏
と
云
ふ
ヒ
マ
ー
ラ
ヤ
〔H

im
a_laya

〕
と
は
言
語
學
上
何
等
の
關
係
も
あ
り

ま
せ
ぬ
。
此
の
國
の
廣
さ
は
時
に
よ
り
て
大
小
の
差
は
あ
り
ま
す
が
、
英
領
印

度
の
南
部
で
、
北
緯
十
度
か
ら
十
三
度
に
亙
り
、
東
經
七
十
三
度
五
分
か
ら
七

十
五
度
四
十
分
に
亙
り
、
大
體
今
の
「
ト
ラ
※
ン
・
コ
ー
ル
」
「
コ
チ
ン
」
地

方
、
梵
語
な
ら
ば
ト
リ
※
ン
ダ
ラ
ムTrivandrum

コ
ー
ン
カ
ナK

onkana

を

包
括
し
た
マ
ラ
バ
ー
ルM

alabar

梵
語
な
ら
ば
、
マ
ラ
ヤ
バ
ー
ン
〔M

alayav

a_n

〕
（
山
國
）
に
相
當
す
る
地
域
で
あ
り
ま
す
。
耶
蘇
の
弟
子
で
一
番
耶
蘇

が
生
前
中
鍾
愛
し
た
と
云
は
る
ゝ
聖





ト
ー
マ
ス
（SaintThom

as

）
一
派
の
耶

蘇
教
徒
が
、
何
時
頃
よ
り
か
知
り
ま
せ
ぬ
が
、
滄
海
の
一
粟
の
や
う
に
、
印
度

人
の
間
に
昔
か
ら
ポ
ツ
ン
と
存
在
し
て
居
つ
た
地
方
で
、
此
の
教
徒
の
居
つ
た

地
方
か
ら
産
出
し
た
織
物
は
徳
川
時
代
に
我
が
國
に
も
桟
留






織
と
稱
す
る
布
の

一
種
で
す
。SaintThom

as

セ
ン
ト
、
ト
ー
マ
ス
と
云
ふ
發
音
は
英
語
風
の
發

音
で
、
西
班
牙
語
や
葡
萄
牙
語
で
、
〔San

Thom
e

‘
〕
サ
ン
、
ト
メ
と
發
音

致
し
ま
す
か
ら
、
自
然
斯
く
我
が
國
で
も
こ
れ
に
傚
つ
た
こ
と
と
思
ひ
ま
す
。

英
語
な
ら
ば
セ
ン
ト
、
フ
ラ
ン
シ
ス
と
云
ふ
べ
き
だ
が
、
舊
西
班
牙
領
で
あ
つ

た
か
ら
亞
米
利
加
の
太
平
洋
沿
岸
の
一
都
府
を
サ
ン
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
と
云
ふ

が
ご
と
き
も
の
で
す
。

4金剛智三藏と將軍米准那



　
此
の
地
方
は
、
地
名
か
ら
申
し
ま
し
て
も
山
岳
が
ち
の
地
方
で
は
あ
り
ま
す

が
、
何
分
に
も
熱
帶
地
方
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
非
常
に
天
惠
厚
き
地
方
で
、
産

物
は
豐
饒
で
あ
り
ま
す
。
中
に
も
栴
檀
、
沈
香
、
胡
椒
等
の
香
料
の
産
出
は
全

世
界
に
比
類
な
く
、
中
世
印
度
の
文
學
に
も
マ
ラ
ヤ
の
栴
檀
と
云
う
て
讚
歎
い

た
し
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
マ
ラ
ヤ
國
で
は
、
ブ
ヒ
ラ
（B

hilla

）
族
の
主
婦
は

飯
を
炊
く
に
伽
羅
栴
檀
を
薪
に
用
ふ
る
な
ど
の
諺
が
あ
り
ま
す
位
で
、
其
の
産

出
の
多
か
つ
た
こ
と
は
こ
れ
で
も
知
れ
ま
す
。
其
の
外
、
米
、
ゴ
ム
、
椰
子
油

な
ど
の
産
物
は
夥
し
く
、
古
か
ら
有
名
で
あ
り
ま
す
が
、
昔
も
今
も
造
船
に
缺

く
こ
と
の
出
來
ぬ
テ
イ
ク
（Teak
）
と
云
ふ
木
材
の
産
地
で
あ
り
ま
し
た
か
ら
、

レ
バ
ノ
ン
（Lebanon

）
の
山
の
松
柏
材
で
昔
の
フ
ヱ
ニ
キ
ヤ
人
が
船
を
造
り
、

航
海
者
と
し
て
有
名
で
あ
つ
た
ご
と
く
、
此
の
國
は
テ
イ
ク
材
の
産
地
で
あ
つ

た
か
ら
、
造
船
術
も
發
達
し
、
人
民
は
航
海
の
經
驗
と
知
識
が
あ
り
ま
し
た
か

ら
、
金
剛
智
三
藏
が
將
軍
米
准
那
の
舟
師
に
と
り
か
こ
ま
れ
て
支
那
に
向
は
れ

た
こ
と
は
、
大
い
に
理
由
の
あ
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
熱
帶
地
方
で
あ

る
だ
け
に
、
天
與
の
恩
惠
が
厚
い
と
同
時
に
、
颱
風
が
屡
※
起
り
、
其
の
都
度

災
害
が
い
ち
じ
る
し
く
、
海
は
、
平
風
恬
波
の
と
き
は
航
海
に
は
極
め
て
安
全

で
あ
り
ま
す
が
、
一
旦
荒
れ
だ
す
と
古
代
の
航
海
者
に
は
非
常
な
恐
怖
を
生
じ

た
も
の
で
あ
つ
た
と
見
え
て
、
英
領
印
度
の
南
端
に
、
コ
モ
リ
ン
（C

ape
C

o

m
orin

）
海
角
と
申
し
ま
し
て
梵
語
の
ク
マ
ー
リ
イ
（
〔K

um
a_ri_

〕
）
と
云

ふ
女
神
の
殿
堂
の
名
か
ら
と
つ
て
名
づ
け
た
土
地
が
あ
り
ま
す
。
昔
か
ら
航
海

安
全
の
祈
願
所
で
あ
り
ま
す
。
な
ほ
日
本
の
瀬
戸
内
海
の
航
海
者
が
讚
岐
の
象

頭
山
に
對
し
、
日
本
海
の
西
部
の
航
海
者
が
伯
耆
の
大
山
に
對
し
、
日
米
間
の

太
平
洋
航
海
者
が
富
士
山
に
對
す
る
や
う
な
信
仰
が
印
度
洋
の
航
海
者
に
あ
り

ま
し
た
。
普
陀
落
觀
音
（Potalaka

）
の
信
仰
の
起
源
は
恐
ら
く
此
の
地
方
に

あ
つ
た
と
私
は
思
ひ
ま
す
。
何
分
亞
剌
比
亞
海
か
ら
吹
き
寄
せ
て
、
濕
氣
と
雨

と
を
持
つ
て
來
る
西
南
恒
信
風
が
、
印
度
の
大
陸
に
眞
先
き
に
吹
き
つ
け
る
の

は
此
の
摩
頼
耶
國
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
恒
信
風
を
利
用
し
て
、
亞
剌
比
亞
海
か

ら
印
度
に
來
る
船
が
眞
先
き
に
寄
航
す
る
土
地
は
、
此
の
國
で
あ
り
ま
す
。
果

し
て
西
暦
紀
元
一
千
四
百
九
十
八
年
、
葡
萄
牙
の
有
名
な
る
航
海
者
※
ス
コ
・

ダ
・
ガ
マ
（V

asco
da

G
am

a

）
は
、
舟
師
を
率
ゐ
て
亞
弗
利
加
の
喜
望
峰
を

迂
回
し
、
亞
弗
利
加
の
東
海
岸
ザ
ン
ヂ
バ
ー
ル
（Zanjibar

）
か
ら
、
亞
剌
比

亞
人
を
水
先
案
内
と
致
し
ま
し
て
南
西
の
恒
信
風
に
任
せ
帆
を
上
げ
て
、
眞
先

き
に
印
度
の
大
陸
に
到
着
し
た
地
點
は
カ
リ
カ
ツ
ト
（K

alicut

）
で
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
は
マ
ラ
バ
ー
ル
即
ち
金
剛
智
三
藏
の
出
生
ま
た
は
活
動
せ
ら
れ
た
地

方
の
一
海
港
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
亞
細
亞
か
ら
の
冬
か
ら
春
に
か
け
て
吹
く
東

北
の
恒
信
風
を
利
用
し
て
、
亞
細
亞
の
産
物
を
亞
弗
利
加
東
海
岸
に
齎
ら
す
商

船
が
、
印
度
か
ら
出
發
す
る
場
合
に
は
、
亞
剌
比
亞
半
島
の
南
に
あ
る
阿
曼






、

亞
丁






等
の
諸
地
方
に
寄
舶
す
る
便
宜
上
、
必
ず
此
の
マ
ラ
バ
ー
ル
即
ち
摩
頼
耶

國
の
何
處
か
の
海
港
に
寄
舶
せ
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
ま
た
波
斯
灣
の
兩
岸
に

存
在
す
る
諸
都
市
の
船
舶
も
、
印
度
洋
、
南
洋
、
支
那
海
に
來
往
す
る
場
合
に

も
、
同
樣
で
あ
り
ま
し
た
。
殊
に
印
度
の
哲
學
宗
教
史
專
攻
の
人
々
に
と
り
て

注
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
、
今
日
印
度
の
知
識
階
級
の
思
想
を
支
配
し
て
居

る
吠
陀
論
師
（
※
ー
ダ
ー
ン
タ
）
の
開
祖
シ
ヤ
ン
カ
ラ
ー
チ
ヤ
リ
ヤ
（
〔C

,an

kara_carya

〕
）
の
出
生
地
は
こ
の
摩
頼
耶
國
で
あ
つ
て
、
其
の
活
動
の
時
代

は
、
金
剛
智
三
藏
の
時
代
と
略
※
同
時
代
で
あ
つ
た
と
云
ふ
事
で
あ
り
ま
す
。

　
金
剛
智
三
藏
は
、
印
度
の
大
陸
に
生
れ
、
大
陸
に
活
動
し
た
と
は
云
へ
、
實

際
は
摩
頼
耶
と
云
ふ
海
國
に
生
れ
又
は
活
動
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
所
謂

海
國
男
子
で
あ
つ
た
と
思
は
れ
ま
す
。
宗
祖
大
師
と
同
じ
く
、
瀕
海
の
國
で
生

れ
ら
れ
て
、
海
洋
と
は
如
何
な
る
も
の
か
、
海
洋
の
中
に
於
け
る
船
舶
内
の
生

活
と
は
如
何
な
る
も
の
か
は
、
蓋
し
幼
時
か
ら
充
分
會
得
實
驗
せ
ら
れ
た
こ
と
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と
思
は
れ
る
。
金
剛
智
三
藏
の
生
家
は
、
婆
羅
門
族
で
あ
つ
た
か
刹
帝
利
族
で

あ
つ
た
か
疑
問
と
し
ま
し
て
も
、
所
謂
清
貴
の
家
で
あ
つ
た
こ
と
は
疑
ひ
な
い
。

古
代
か
ら
印
度
に
輩
出
し
た
立
法
者
、
北
方
で
は
マ
ヌ
（M

anu

）
ヤ
ー
ヂ
ユ

ナ
※
リ
キ
ヤ
（
〔Y

a_jn~avalkya

〕
）
を
始
め
、
南
方
で
は
ア
ー
パ
ス
タ
ン

バ
（
〔A

_pastam
ba

〕
）
ア
ー
ガ
ス
テ
イ
ヤ
（
〔A

_gastya

〕
）
等
の
法
典
に

は
、
婆
羅
門
族
ま
た
は
刹
帝
利
族
に
對
し
、
其
の
清
貴
の
性
質
を
失
は
ざ
ら
し

め
ん
た
め
、
冠
婚
葬
祭
の
四
大
禮
は
申
す
に
及
ば
ず
、
職
業
、
交
遊
、
服
裝
、

住
居
、
飮
食
等
に
至
る
ま
で
、
種
々
の
制
限
を
加
へ
て
居
り
ま
す
。
殊
に
海
外

に
出
づ
る
こ
と
は
禁
じ
て
、
一
旦
海
外
に
出
た
も
の
は
、
歸
國
す
る
も
其
の
清

貴
の
性
質
を
失
う
て
ア
ー
リ
ヤ
即
ち
正
信
の
印
度
人
た
る
權
利
は
な
い
も
の
と

せ
ら
れ
た
。
祭
政
一
致
、
宗
教
法
律
の
區
別
な
き
時
代
に
あ
つ
て
は
さ
も
あ
る

べ
き
こ
と
と
思
ひ
ま
す
が
、
金
剛
智
三
藏
時
代
の
南
海
印
度
洋
の
諸
國
は
、
印

度
ア
ー
リ
ヤ
文
化
の
光
被
せ
る
地
方
で
あ
つ
て
、
古
代
印
度
の
立
法
者
の
立
法

を
解
釋
せ
る
者
の
中
で
は
、
此
等
の
諸
國
に
來
往
し
た
り
と
て
等
し
く
、
ア
ー

リ
ヤ
正
信
の
人
た
る
こ
と
を
失
は
な
い
と
云
ふ
こ
と
で
、
此
等
の
諸
國
を
神
州

即
ち
印
度
ア
ー
リ
ヤ
地
方
の
延
長
で
あ
る
と
看
做
し
て
居
つ
た
も
の
で
す
。
だ

か
ら
、
支
那
國
に
法
を
傳
へ
ん
た
め
、
南
印
度
の
國
王
捺
羅
僧
伽
補
多
跋
摩
















王

の
舟
師
に
將
と
し
て
支
那
に
向
は
ん
と
し
た
將
軍
米
准
那
の
舟
に
乘
ら
れ
て
本

國
を
出
發
せ
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
茲
に
諸
君
に
御
賢
察
を
願
ひ
た
き
こ
と

は
、
金
剛
智
三
藏
が
國
王
派
遣
の
船
舶
に
乘
ら
れ
た
こ
と
を
以
て
、
恰
も
今
日
、

歐
米
か
ら
東
洋
に
派
遣
せ
ら
る
ゝ
歐
米
諸
國
の
宣
教
師
乃
至
日
本
諸
宗
教
各
派

の
布
教
師
な
ど
が
、
割
引
の
賃
金
ま
た
は
無
料
で
、
官
營
ま
た
民
營
の
鐵
道
船

舶
な
ど
の
交
通
機
關
を
利
用
す
る
と
同
樣
の
見
解
を
懷
か
ざ
ら
ん
や
う
御
願
ひ

申
し
ま
す
。
も
し
か
ゝ
る
見
解
を
抱
か
る
れ
ば
、
古
代
に
於
け
る
海
陸
の
交
通

の
性
質
を
全
然
誤
解
し
て
居
る
の
で
あ
り
ま
す
。
佛
經
の
經
典
中
、
海
に
入
り

て
寶
を
求
む
、
即
ち
航
海
し
て
異
邦
人
と
通
商
す
る
こ
と
を
叙
し
た
經
典
に
於

て
も
見
ら
る
ゝ
如
く
、
清
貴
の
家
に
生
れ
て
操
行
清
白
の
婆
羅
門
ま
た
は
刹
帝

利
種
の
人
々
は
、
國
の
瑞
祥
で
あ
り
、
社
會
の
人
々
か
ら
見
て
、
自
分
ら
よ
り

も
一
層
神
に
近
く
佛
に
近
い
も
の
と
信
ぜ
ら
れ
た
か
ら
、
天
災
地
異
の
到
底
人

力
で
は
如
何
と
も
致
し
難
き
災
難
に
際
し
て
は
神
佛
に
近
き
人
々
の
媒
介
に
よ

り
て
、
災
難
を
免
れ
る
こ
と
が
出
來
る
と
信
じ
ま
し
た
古
代
で
は
、
航
海
ま
た

は
征
戰
の
如
き
危
險
を
冒
す
旅
行
に
は
、
必
ず
高
行
清
貴
の
婆
羅
門
の
同
伴
を

求
む
る
こ
と
に
な
つ
て
居
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
印
度
の
み
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

希
臘
羅
馬
は
云
ふ
ま
で
も
な
く
、
日
本
支
那
の
古
代
で
も
同
樣
で
あ
つ
た
の
で

す
。
將
軍
米
准
那
の
船
に
金
剛
智
三
藏
が
乘
込
ま
れ
た
こ
と
は
、
米
准
那
か
又

は
國
王
の
懇
請
に
依
つ
た
も
の
で
、
金
剛
智
三
藏
が
頼
み
こ
ん
だ
も
の
で
な
い

事
は
申
す
ま
で
も
な
い
。
こ
れ
に
よ
り
て
米
准
那
の
舟
師
の
人
々
が
、
如
何
に

心
強
く
感
じ
た
か
は
蓋
し
想
見
に
餘
り
あ
る
と
想
像
せ
ら
れ
ま
す
。
要
す
る
に
、

此
の
遠
洋
航
海
に
於
け
る
將
軍
米
准
那
の
舟
師
に
對
し
て
は
、
金
剛
智
三
藏
は

希
臘
羅
馬
の
古
代
宗
教
の
語
を
借
り
て
云
へ
ば
、
ク
リ
マ
ル
ク
（K

lim
arque

）

の
位
置
に
居
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
別
に
古
代
希
臘
の
宗
教
の
用
語
か
ら

援
引
し
な
く
て
も
、
宗
祖
大
師
が
大
唐
よ
り
歸
朝
の
途
中
に
於
け
る
波
切
不
動

の
勸
請
の
話
や
、
慈
覺
大
師
が
同
じ
く
歸
朝
の
途
中
山
東
沖
で
赤
山
神
社
の
祈

誓
の
話
な
ど
を
讀
ん
だ
方
々
は
、
當
時
の
航
海
者
は
、
密
教
の
高
僧
に
如
何
な

る
期
待
を
持
つ
て
居
た
か
判
明
す
る
。
ま
た
壬
生
狂
言
で
源
頼
光
が
大
江
山
の

鬼
退
治
に
出
掛
く
る
一
行
の
科
を
見
た
人
は
、
か
の
狂
言
製
作
當
時
の
京
都
人

が
、
如
何
に
密
教
の
護
持
者
に
對
し
信
頼
の
念
が
薄
か
つ
た
か
と
知
る
で
あ
り

ま
せ
う
。
こ
れ
に
反
し
て
謠
曲
の
船
辨
慶
を
御
記
憶
の
方
は
、
「
辨
慶
押
し
へ

だ
て
、
打
物
業
に
て
は
叶
ふ
ま
じ
と
、
珠
數
推
も
ん
で
、
東
方
降
三
世
南
方
軍

※
利
夜
叉
西
方
大
威
徳
北
方
金
剛
夜
叉
明
王
」
云
々
を
御
想
起
せ
ら
る
れ
ば
、
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か
の
謠
曲
製
作
の
時
代
に
は
、
如
何
に
日
本
の
航
海
者
は
密
教
の
護
持
者
に
對

し
信
頼
の
念
が
篤
か
つ
た
か
を
推
察
す
る
こ
と
が
出
來
ま
せ
う
。

　
要
す
る
に
、
陸
上
の
交
通
に
し
て
も
、
海
上
の
交
通
に
し
て
も
、
少
數
の
も

の
だ
け
の
交
通
は
長
途
の
旅
行
や
久
し
き
に
亙
る
航
海
な
ど
不
可
能
で
、
大
部

隊
、
大
商
隊
、
大
舟
師
、
大
艦
隊
を
編
成
し
て
交
通
ま
た
は
通
商
を
せ
ね
ば
な

り
ま
せ
ぬ
。
故
に
こ
れ
を
統
率
す
る
も
の
は
、
商
人
で
あ
る
と
同
時
に
、
地
理

學
者
で
な
く
て
は
な
ら
ず
、
武
人
で
な
く
て
は
な
ら
ず
、
立
法
者
で
な
く
て
は

な
ら
ず
、
同
時
に
天
文
學
者
で
な
く
て
は
な
ら
ず
、
氣
象
學
者
、
醫
學
者
で
あ

る
上
に
、
一
大
信
仰
を
有
し
て
居
る
宗
教
家
で
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ぬ
。
陸
上

で
は
舊
約
全
書
に
あ
る
出
埃
及
記
に
見
ゆ
る
や
う
な
摩
西






の
樣
な
人
物
で
な
く

て
は
な
ら
ず
、
普
通
世
に
流
布
す
る
モ
ハ
メ
ツ
ト
の
傳
記
に
於
て
見
る
や
う
な
、

モ
ハ
メ
ツ
ト
の
や
う
な
人
物
で
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
佛
本
生
經
に
見

ゆ
る
や
う
な
商
主
即
ち
商
隊
を
引
率
す
る
菩
薩
の
や
う
な
人
で
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ぬ
。
ま
た
史
記
に
見
え
た
る
や
う
な
帝
舜
の
や
う
な
人
で
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ぬ
。

　
海
上
で
は
ホ
ー
メ
ロ
ス
の
詩
に
見
え
て
居
る
希
臘
軍
の
將
帥
の
ア
ガ
メ
ム
ノ

ー
ン
、
近
世
で
は
コ
ロ
ム
ブ
ス
の
傳
記
、
ラ
・
ベ
ル
イ
ス
の
傳
記
、
乃
至
カ
ピ

テ
ン
・
ク
ツ
ク
の
傳
記
に
見
え
る
や
う
な
近
代
航
海
探
檢
者
の
や
う
な
も
の
で

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ぬ
。
ま
し
て
西
暦
紀
元
七
世
紀
の
頃
の
印
度
洋
・
南
洋
の

航
海
に
は
、
薩
珊






王
朝
は
亡
び
て
亞
剌
比
亞
人
が
バ
グ
ダ
ツ
ド
に
奠
め
た
首
都

の
文
化
武
威
が
、
未
だ
舊
波
斯
民
族
の
信
頼
と
心
服
と
を
贏
ち
得
る
に
至
ら
ず
、

波
斯
灣
一
帶
の
地
方
か
ら
印
度
の
西
海
岸
乃
至
亞
剌
比
亞
の
東
海
岸
に
碁
布
羅

列
せ
る
波
斯
民
族
の
植
民
地
は
、
海
賊
の
占
據
す
る
所
と
な
り
し
の
み
な
ら
ず
、

印
度
の
東
海
岸
か
ら
南
洋
諸
島
を
經
由
し
て
支
那
の
廣
州
に
達
す
る
船
舶
の
引

率
者
が
、
天
文
地
理
乃
至
潮
流
・
氣
候
等
の
知
識
も
充
分
で
な
か
つ
た
事
は
、

此
の
頃
續
々
發
見
せ
ら
る
ゝ
波
斯
亞
剌
比
亞
の
航
海
者
の
圖
に
於
て
見
ら
る
ゝ

如
く
不
完
全
極
ま
る
も
の
で
、
大
部
分
は
冒
險
者
の
個
人
的
勇
氣
と
運
勢
と
に

任
す
よ
り
外
な
か
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
さ
れ
ば
、
金
剛
智
三
藏
に
し
て
も
、

金
剛
智
三
藏
の
乘
ら
れ
た
艦
隊
の
司
令
官
將
軍
米
准
那
に
し
て
も
、
印
度
よ
り

安
全
に
支
那
に
達
す
る
ま
で
の
間
の
冒
險
は
、
吾
人
の
今
日
想
像
以
上
の
も
の

で
あ
つ
た
こ
と
は
疑
ひ
な
い
。
も
し
こ
れ
を
疑
ふ
人
が
あ
る
な
ら
ば
、
私
は
此

等
の
人
々
に
對
し
て
、
今
日
一
切
經
の
中
に
保
存
せ
ら
れ
て
居
る
法
顯
傳
や
、

義
淨
三
藏
の
南
海
寄
歸
内
法
傳
や
、
大
唐
求
法
高
僧
傳
な
ど
に
見
え
て
居
る
海

洋
交
通
の
有
樣
を
精
し
く
今
日
の
地
理
に
照
ら
し
て
讀
ま
ん
こ
と
を
御
勸
め
致

し
ま
す
。
神
經
の
弱
き
人
に
は
、
讀
む
だ
に
身
毛
は
竪
立
し
、
手
に
汗
す
る
や

う
な
感
が
致
す
こ
と
と
推
察
致
し
ま
す
。

　
將
軍
米
准
那
の
舟
師
が
、
印
度
を
出
發
し
て
支
那
に
向
ふ
際
に
は
國
王
の
使

節
で
も
あ
り
、
金
剛
智
が
乘
つ
て
居
ら
る
ゝ
こ
と
で
も
あ
り
、
定
め
て
盛
大
な

る
祈
祷
祝
福
の
儀
式
は
、
印
度
の
古
代
宗
教
の
規
定
通
り
營
辨
せ
ら
れ
た
こ
と

と
思
は
れ
ま
す
。
吉
祥
成
就
の
祈
誓
の
た
め
、
出
發
の
日
取
時
刻
な
ど
を
定
む

る
に
喧
し
き
こ
と
で
あ
つ
た
と
想
像
せ
ら
れ
ま
す
が
、
果
し
て
、
此
の
艦
隊
が

闍
婆
島
即
ち
今
の
ス
マ
ト
ラ
島
に
到
着
し
た
の
ち
は
、
三
藏
は
、
己
の
後
繼
者

で
宗
祖
大
師
の
師
の
師
で
あ
つ
た
不
空
金
剛
三
藏
と
云
ふ
法
器
を
得
ら
れ
、
こ

れ
と
共
に
西
域
人
の
所
謂
支
那
即
ち
廣
州
に
來
ら
れ
、
そ
れ
か
ら
西
域
人
が
所

謂
摩
訶
支
那
即
ち
長
安
に
入
ら
れ
た
次
第
で
あ
り
ま
す
こ
と
は
諸
君
も
御
存
知

の
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
茲
に
一
つ
の
問
題
に
な
り
ま
す
る
こ
と
は
、
將
軍
米

准
那
の
名
の
讀
方
で
あ
り
ま
す
。
將
軍
と
云
ふ
二
字
は
義
譯
で
、
何
か
米
准
那

の
帶
び
て
居
た
官
職
又
は
業
務
の
飜
譯
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
り
ま
す
が
、

問
題
と
な
る
の
は
米
准
那
の
三
字
で
あ
り
ま
す
。
マ
イ
ヂ
ユ
ン
ナ
と
讀
ん
で
よ

い
か
、
ベ
イ
ヂ
ユ
ン
ナ
と
讀
ん
で
よ
い
か
、
ま
た
久
米
の
仙
人
な
ど
云
ふ
場
合
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の
「
米
」
の
字
は
「
メ
」
と
申
し
ま
す
か
ら
、
メ
ヂ
ユ
ン
ナ
と
申
し
て
宜
し
き

や
、
一
向
昔
か
ら
定
ま
り
ま
せ
ぬ
。
ま
た
音
譯
に
は
相
違
あ
り
ま
せ
ぬ
が
、
如

何
な
る
國
の
語
を
支
那
で
音
譯
し
た
も
の
か
は
、
更
に
判
明
致
し
ま
せ
ぬ
。
私

は
今
よ
り
三
十
餘
年
前
、
眞
言
宗
の
碩
學
で
學
徳
共
に
高
き
長
谷
寶
秀
師
の
苦

心
に
な
つ
た
弘
法
大
師
全
集
を
讀
み
ま
し
て
、
金
剛
智
三
藏
の
入
唐
の
御
事
歴

に
附
帶
し
て
、
此
の
米
准
那
の
原
音
を
内
外
學
者
の
著
述
ま
た
は
論
説
を
見
聞

致
し
ま
し
た
が
、
不
幸
に
し
て
何
等
の
意
見
を
知
る
こ
と
は
出
來
ま
せ
ぬ
。
只

一
つ
の
例
外
と
し
て
茲
に
掲
ぐ
る
こ
と
の
出
來
る
の
は
、
佛
蘭
西
の
或
る
學
者

で
、
或
る
學
術
雜
誌
に
米
准
那
を
ア
ル
ヂ
ユ
ナ
（arjuna

）
と
事
も
な
げ
に
還

源
し
て
、
何
等
説
明
な
し
に
日
本
密
教
の
こ
と
を
述
べ
て
居
つ
た
こ
と
で
す
。

な
る
程
、
准
那
の
音
は
、
印
度
密
教
の
始
祖
と
云
は
る
ゝ
ナ
ー
ガ
ー
ル
ヂ
ユ
ナ

（
〔N

a_ga_rjuna

〕
）
の
ヂ
ユ
ナ
と
は
聲
音
相
邇
く
、
ま
た
金
剛
智
三
藏
を

通
し
て
何
等
か
の
關
係
を
龍
樹
菩
薩
と
有
し
て
居
つ
た
と
思
は
れ
ぬ
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
此
の
場
合
に
准
那
を
ヂ
ユ
ン
ナ
ま
た
は
ジ
ユ
ン
ナ
と
し
ま
す
る
と
、

「
米
」
の
字
を
是
非
と
も
ア
ル
と
讀
ま
ね
ば
な
り
ま
せ
ぬ
。
ま
た
密
教
を
離
れ

て
、
廣
く
印
度
の
普
通
に
用
ひ
ら
る
る
名
の
中
で
此
の
ア
ル
ヂ
ユ
ナ
と
云
ふ
名

前
程
、
戲
曲
ま
た
は
叙
事
詩
に
於
て
評
判
の
善
き
名
前
は
あ
り
ま
せ
ぬ
か
ら
、

何
氣
な
く
無
造
作
に
ア
ル
ヂ
ユ
ナ
と
還
源
し
ま
し
た
こ
と
と
思
ひ
ま
す
が
、
如

何
に
せ
ん
、
「
米
」
の
字
に
は
、
昔
か
ら
支
那
に
は
、
ア
ル
と
云
う
た
例
は
決

し
て
あ
り
ま
せ
ん
。
「
米
」
は
姓
と
し
て
准
那
を
名
に
し
、
准
の
字
の
上
に
曷

羅
と
か
、
※
と
か
云
ふ
や
う
な
字
が
脱
落
し
た
も
の
と
見
れ
ば
、
將
軍
と
云
ふ

言
葉
に
對
し
て
、
古
か
ら
勇
武
を
歌
は
れ
た
ア
ル
ヂ
ユ
ナ
の
名
は
如
何
に
も
ふ

さ
は
し
き
感
じ
を
生
じ
ま
す
が
、
さ
り
と
て
、
一
千
一
百
年
來
、
弘
法
大
師
が

支
那
か
ら
御
將
來
の
經
ま
た
は
文
書
に
い
づ
れ
も
米
准
那
と
あ
つ
て
三
字
以
外

に
あ
り
ま
せ
ぬ
か
ら
、
種
々
の
點
か
ら
見
て
、
遺
憾
な
が
ら
此
の
三
字
以
外
に

他
の
字
が
な
か
つ
た
も
の
と
諦
め
て
、
こ
の
三
字
だ
け
で
解
釋
を
致
さ
ね
ば
な

り
ま
せ
ぬ
。

　
凡
そ
地
名
に
し
て
も
、
人
名
に
し
て
も
、
固
有
名
詞
だ
か
ら
と
云
う
て
打
棄

て
て
、
其
の
意
義
を
檢
討
せ
ず
に
居
る
こ
と
は
、
眞
個
の
學
者
た
る
も
の
の
忍

び
ぬ
所
で
、
正
し
き
に
せ
よ
、
誤
れ
る
に
せ
よ
、
何
等
か
の
解
釋
を
加
へ
て
世

に
公
に
す
る
こ
と
は
學
者
の
責
務
で
あ
り
ま
す
。
私
は
茲
に
諸
君
に
對
し
、
一

千
餘
年
間
等
閑
に
附
せ
ら
れ
て
居
た
米
准
那
の
三
字
の
原
音
を
尋
繹
致
し
た
い

と
思
ひ
ま
す
。

先
づ
第
一
に
「
那
」
の
字
音
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
「
ナ
」
と
云
う
場
合
は

普
通
で
あ
り
ま
す
。
同
時
に
「
タ
」
又
は
「
ダ
」
と
云
ふ
音
を
表
幟
す
る
場
合

に
も
用
ひ
ら
れ
ま
す
。
か
ゝ
る
場
合
は
娜
の
字
を
用
ひ
ま
す
が
、
時
あ
り
て
、

「
女
」
扁
を
な
く
し
て
娜
那
混
同
し
て
用
ひ
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
。
一
例
を
擧

げ
ま
す
れ
ば
、
義
淨
三
藏
の
作
だ
と
古
代
よ
り
傳
説
せ
ら
れ
、
新
義
古
義
兩
方

の
碩
學
か
ら
校
訂
出
版
せ
ら
れ
て
居
り
ま
す
る
梵
唐
千
字
文
、
又
の
名
は
梵
語

千
字
文
の
中
で
、
「
聲
」
と
云
ふ
字
に
對
し
攝
那
（
セ
ブ
ダ
〔c,abda

〕
）
の

音
譯
を
配
し
、
那
の
字
を
「
ダ
」
に
響
か
せ
て
あ
り
ま
す
。
然
る
に
「
響
」
と

云
ふ
字
に
對
し
鉢
※
底
攝
娜
（
プ
ラ
テ
イ
セ
ブ
ダ
〔pratic,abda

〕
）
の
音
譯

を
附
し
、
同
じ
く
攝
那
の
音
を
寫
す
に
那
の
字
に
代
は
り
て
娜
の
字
を
使
用
し

て
あ
り
ま
す
。
要
す
る
に
那
娜
二
字
と
も
「
ダ
」
の
音
を
寫
す
場
合
に
混
同
し

て
あ
る
事
實
を
認
め
ね
ば
な
り
ま
せ
ぬ
。
故
に
私
は
米
准
那
の
那
を
「
ダ
」
と

發
音
し
て
差
支
へ
は
な
い
と
思
ひ
ま
す
。
い
づ
れ
こ
の
音
譯
は
、
金
剛
智
三
藏

が
、
廣
州
に
到
着
せ
ら
れ
た
場
合
嶺
外
節
度
使
が
中
央
政
府
に
報
告
す
る
文
書

作
成
の
際
か
、
中
書
令
か
又
は
鴻
臚
卿
の
方
で
廣
州
の
觀
察
使
に
回
答
す
る
文

書
作
成
の
際
か
に
出
來
た
も
の
で
あ
り
ま
せ
う
か
ら
、
苟
も
舟
師
提
督
閣
下
、
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ア
ド
ミ
ラ
ル
閣
下
の
名
稱
に
對
し
、
た
と
ひ
音
譯
と
は
云
へ
、
女
の
「
ア
ダ
ツ

ポ
イ
」
こ
と
を
形
容
す
る
に
用
ひ
る
娜
の
字
を
使
用
す
る
や
う
な
失
禮
な
こ
と

は
な
か
つ
た
か
と
も
云
へ
ま
す
。
次
は
「
准
」
の
字
で
あ
り
ま
す
。
元
來
、
此

の
字
は
準
の
字
の
俗
字
で
、
我
が
國
で
も
、
准
后
と
か
、
批
准
と
か
、
准
許
と

か
、
准
之
と
か
云
ふ
場
合
に
於
け
る
ご
と
く
、
「
な
ぞ
ら
へ
る
」
「
ひ
と
し
く

す
る
」
「
ゆ
る
す
」
な
ど
云
ふ
意
味
の
と
き
は
、
「
ジ
ユ
ン
」
と
發
音
致
し
ま

す
。
か
ゝ
る
場
合
に
は
、
支
那
で
は
、
上
聲
に
發
音
し
ま
す
。
然
れ
ど
、
も
し

鼻
と
云
ふ
意
味
に
用
ひ
ま
す
と
き
は
、
必
ず
入
聲
に
發
音
致
し
ま
し
て
、
「
セ

ツ
」
と
發
音
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ぬ
。
例
せ
ば
隆
準
龍
顏












な
ど
と
云
つ
た
り
、

隆
準
而










有
日
角









な
ど
云
う
て
、
支
那
の
史
官
が
西
漢
の
高
祖
皇
帝
や
東
漢
の

光
武
皇
帝
の
容
貌
を
形
容
す
る
場
合
の
準
は
必
ず
入
聲
に
讀
み
ま
す
。
金
剛
智

三
藏
が
支
那
の
洛
陽
で
入
寂
し
て
か
ら
十
五
年
目
に
、
孫
孝
哲
と
云
ふ
安
禄
山

の
武
將
が
、
長
安
で
唐
の
宗
室
の
人
々
を
虐
殺
し
た
有
樣
を
目
撃
し
て
、
杜
甫

が
漢
を
借
り
て
唐
を
歌
う
た
哀
王
孫
の
詩
の
中
に
、
高
帝
子
孫
盡
隆
準
と
云
ふ

句
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
も
準
の
字
を
入
聲
に
讀
ん
だ
一
例
で
す
。
准
那
の
二

字
を
「
ヂ
ユ
ン
ナ
」
又
は
「
ジ
ユ
ン
ナ
」
と
發
音
し
て
も
、
何
の
意
義
を
も
發

見
出
來
ぬ
と
す
れ
ば
、
發
音
を
變
更
し
て
「
セ
ツ
ダ
」
又
は
「
ゼ
ツ
ダ
」
と
讀

む
よ
り
外
に
讀
方
は
あ
り
ま
せ
ぬ
。
然
ら
ば
斯
く
讀
み
て
、
何
等
か
意
味
が
發

見
出
來
る
か
と
申
せ
ば
、
そ
れ
は
出
來
ま
す
。
こ
れ
は
中
世
波
斯
語
の
「
ゼ
ー

ダ
」
又
は
「
ザ
ー
ダ
」
（
〔Za_da

〕
）
で
、
生
れ
た
る
も
の
、
子
ま
た
は
孫
、

と
云
ふ
意
味
の
言
葉
の
音
に
相
當
致
し
ま
す
。
語
源
か
ら
申
し
ま
す
れ
ば
、
梵

語
の
〔ja_ta

〕
と
同
じ
き
起
源
を
有
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
か
く
の
如
く
准
那
の
二
字
は
波
斯
語
系
の
言
葉
の
「
ゼ
ー
ダ
」
又
は
「
ザ
ー

ダ
」
の
音
譯
で
あ
る
と
し
て
、
然
ら
ば
「
米
」
の
字
も
や
は
り
波
斯
語
系
の
言

葉
の
音
譯
で
あ
る
か
と
云
ふ
と
、
左
樣
容
易
く
は
參
り
ま
せ
ぬ
。
漢
晉
以
來
唐

に
至
る
ま
で
、
西
域
東
陲
か
ら
支
那
に
歸
化
し
た
外
人
は
多
く
あ
り
ま
し
て
、

其
の
姓
氏
は
或
は
出
身
郷
土
の
名
を
と
り
、
又
は
職
業
官
爵
等
の
名
か
ら
採
用

し
た
も
の
が
多
く
あ
り
ま
す
。
米
姓
の
も
の
も
晉
唐
の
時
代
に
は
ち
ら
ほ
ら
歴

史
上
に
見
受
け
ま
す
る
が
、
さ
ほ
ど
に
多
く
は
あ
り
ま
せ
ぬ
。
是
等
の
姓
名
の

起
源
に
關
し
て
、
今
は
故
人
と
な
り
ま
し
た
が
、
私
ど
も
の
畏
敬
の
友
人
の
一

人
で
、
諸
君
も
中
學
の
東
洋
史
で
御
眤
み
の
桑
原
隲
藏
博
士
が
、
「
隋
唐
時
代

に
支
那
に
來
住
し
た
西
域
人
に
就
い
て
」
と
云
ふ
論
文
を
昭
和
二
三
年
頃
に
發

表
し
、
私
も
其
の
論
文
の
別
刷
を
博
士
か
ら
頂
戴
致
し
て
居
り
ま
す
か
ら
、
諸

君
の
中
で
密
教
の
研
究
史
上
東
洋
一
般
の
こ
と
が
知
り
た
い
と
思
は
る
ゝ
方
は

是
非
一
讀
を
願
ひ
た
い
が
、
桑
原
博
士
の
論
文
中
に
は
、
今
日
講
演
の
問
題
と

な
り
て
居
る
米
准
那
の
こ
と
は
何
等
の
記
載
も
な
く
、
隨
つ
て
研
究
も
あ
り
ま

せ
ぬ
。
し
か
し
其
の
他
の
點
で
は
、
私
共
の
蒙
を
啓
く
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
し

て
、
流
石
に
生
前
中
は
、
東
洋
史
專
攻
の
人
々
か
ら
泰
山
北
斗
の
如
く
仰
が
れ

た
だ
け
あ
り
ま
す
。
亡
友
に
對
す
る
感
想
の
發
露
は
や
め
に
致
し
ま
し
て
「
米
」

の
字
の
研
究
に
と
り
か
ゝ
り
ま
す
。

「
米
」
（
イ
）
此
の
字
を
國
名
に
し
た
國
が
、
中
央
亞
細
亞
「
サ
マ
ル
カ
ン
ド
」

の
東
に
あ
り
ま
し
た
。
彌
秣
賀
と
云
ふ
の
は
こ
れ
で
あ
り
ま
す
。
唐
代
で
は
こ

れ
を
「
米
」
國
と
申
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
彌
秣
賀
の
初
の
字
彌
の
音
譯
か
、

ま
た
全
部
の
字
の
義
釋
で
あ
る
か
判
然
し
ま
せ
ぬ
が
、
と
も
か
く
も
、
唐
代
で

は
こ
の
國
を
「
米
」
國
と
云
つ
た
例
か
ら
見
れ
ば
、
米
准
那
の
三
字
は
、
「
米

國
生
れ
」
と
云
ふ
義
に
な
り
ま
す
。
即
ち
、
中
央
亞
細
亞
の
一
小
國
で
何
等
海

洋
に
縁
故
の
な
い
國
に
生
れ
て
、
南
印
度
の
國
王
に
仕
へ
、
其
の
舟
師
を
率
ゐ

て
支
那
に
向
つ
た
將
軍
の
姓
名
と
し
て
は
、
如
何
に
も
ふ
さ
は
し
く
な
い
樣
な
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心
地
は
致
し
ま
す
る
が
、
か
ゝ
る
事
は
絶
無
と
も
云
へ
ま
せ
ぬ
か
ら
一
概
に
否

定
出
來
ま
せ
ぬ
。

（
ロ
）
次
に
は
、
支
那
に
は
用
例
は
あ
り
ま
せ
ぬ
が
、
准
那
の
二
字
が
波
斯
語

系
の
語
の
音
譯
で
あ
る
に
適
合
せ
ん
が
た
め
、
同
語
系
の
語
で
、
「
米
」
字
の

音
に
邇
く
且
つ
姓
字
に
用
ひ
ら
れ
た
例
も
あ
る
も
の
は
、
宿
曜
經
な
ど
に
「
蜜
」

と
音
譯
し
て
あ
る
、
中
世
波
斯
語
「
ミ
ー
ル
」
（M

ihr

）
で
あ
り
ま
す
。
太
陽

ま
た
は
日
の
波
斯
語
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
な
ら
ば
、
か
の
世
親
菩
薩
が
教
育
し

た
と
云
は
る
ゝ

幼

日

王











と
對
し
て
、
印
度
中
原
の
鹿
を
爭
う
た
「
マ
ヒ
ー

ラ
・
ク
ラ
」
又
は
「
ミ
ヒ
ラ
・
ク
ラ
」
又
は
「
ミ
ヒ
ル
・
ゴ
ラ
」
王
の
姓
名
の

一
部
を
な
す
も
の
で
あ
る
か
ら
、
准
那
と
連
ね
て
讀
む
と
、
「
ミ
ー
ル
ゼ
ー
ダ
」

と
云
ふ
こ
と
に
な
り
、
太
陽
の
子
、
日
の
御
子
、
又
は
日
曜
日
に
生
れ
た
る
子

な
ど
の
解
釋
が
出
來
て
、
如
何
に
も
將
軍
、
水
師
提
督
、
「
ア
ド
ミ
ラ
ル
」
閣

下
の
姓
字
と
し
て
適
當
の
や
う
で
あ
り
ま
す
が
、
如
何
に
せ
ん
、
か
ゝ
る
姓
字

ま
た
は
名
稱
は
中
世
波
斯
の
文
學
に
は
見
當
り
ま
せ
ぬ
。

（
ハ
）
中
世
波
斯
の
文
學
に
も
人
名
と
し
て
の
用
例
が
あ
り
、
支
那
人
の
加
へ

た
將
軍
の
二
字
に
も
ふ
さ
わ
し
く
、
水
師
提
督
の
身
分
經
歴
門
地
な
ど
を
表
幟

す
る
に
足
る
語
と
し
て
、
「
米
」
字
の
發
音
に
邇
き
語
は
な
き
か
と
云
ふ
と
、

本
來
の
波
斯
語
に
は
見
當
り
ま
せ
ぬ
が
、
亞
剌
比
亞
語
の
「
ア
ミ
ー
ル
」
又
は

「
ヱ
ミ
ー
ル
」
か
ら
轉
訛
し
て
、
波
斯
ま
た
は
土
耳
其
の
語
と
な
つ
て
居
る

「
ミ
ー
ル
」
と
云
ふ
語
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
一
番
適
當
な
語
で
あ
り
ま
す
。

米
准
那
と
續
け
て
發
音
し
ま
す
る
と
、
「
ミ
ー
ル
、
ゼ
ー
ダ
」
「
ミ
ー
ル
、
ザ

ー
ダ
」
で
、
公
子
公
孫
の
意
味
の
言
葉
と
も
あ
り
、
將
軍
の
子
、
方
伯
連
帥
の

子
な
ど
の
意
味
を
標
幟
す
る
尊
※
と
も
な
り
ま
し
て
、
中
世
波
斯
の
文
學
中
に

は
人
名
と
し
て
時
々
見
當
り
ま
す
る
の
み
な
ら
ず
、
今
日
で
も
回
々
教
徒
の
間

に
使
用
せ
ら
る
ゝ
姓
字
で
あ
り
ま
す
。
元
來
亞
剌
比
亞
語
の
「
ア
ミ
ー
ル
」

（A
m

ir

）
又
は
「
ヱ
ミ
ー
ル
」
（Em

ir

）
の
語
は
、
將
帥
方
伯
・
宰
相
等
す

べ
て
の
文
武
の
大
官
を
示
す
語
で
あ
り
ま
し
て
、
後
に
は
實
職
な
き
人
々
で
も
、

身
分
の
高
貴
を
標
幟
す
る
尊
稱
に
用
ひ
ら
れ
ま
し
た
が
、
實
職
實
務
の
あ
る
人

々
に
は
、
其
の
官
職
の
名
稱
を
此
の
語
に
附
着
さ
し
て
呼
ぶ
の
が
本
筋
で
あ
り

ま
し
た
。
例
せ
ば
水
軍
の
司
令
官
で
あ
り
ま
し
た
ら
「
ア
ミ
ー
ル
、
ア
ル
、
マ
」

（A
m

iralm
a

）
と
か
「
ヱ
ミ
ー
ル
、
ア
ル
、
マ
」
（Em

iralm
a

）
と
呼
ん
だ

も
の
で
、
い
つ
し
か
最
後
の
「
マ
」
の
字
を
略
し
て
、
「
ア
ミ
ラ
ル
」
と
か

「
ヱ
ミ
ラ
ル
」
と
云
ふ
風
に
な
り
ま
し
て
、
「
サ
ラ
セ
ン
」
帝
國
の
文
化
が
地

中
海
沿
岸
の
諸
國
に
光
被
し
、
其
の
武
力
が
海
陸
共
に
基
督
教
國
の
人
民
王
侯

を
威
壓
し
た
時
代
に
は
、
基
督
教
國
の
陸
海
軍
の
將
帥
は
自
國
語
で
呼
ぶ
官
職

の
名
を
捨
て
て
、
喜
ん
で
「
ア
ミ
ラ
ル
」
（A

m
iral

）
又
は
「
ヱ
ミ
ラ
ル
」

（Em
iral

）
の
稱
呼
を
用
ひ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
佛
蘭
西
の
國
王
路
易
九
世

（LouisIX

）
の
時
代
に
は
、
陸
軍
の
將
帥
が
「
ア
ミ
ラ
ル
」
の
號
を
用
ひ
ま

し
た
例
が
あ
り
ま
す
。
今
日
の
歐
米
各
國
で
、
海
軍
の
將
帥
を
「
ア
ミ
ラ
ル
」

と
云
ひ
又
「
ア
ド
ミ
ラ
ル
」
と
云
ふ
は
、
「
サ
ラ
セ
ン
」
帝
國
の
國
威
の
旺
盛

な
り
し
頃
、
後
進
の
基
督
教
國
の
國
々
が
其
の
後
塵
を
拜
し
て
名
實
共
に
こ
れ

に
模
倣
し
た
遺
風
で
あ
り
ま
す
。
因
に
申
し
ま
す
る
。
英
語
で
「
ア
ド
ミ
ラ
ル
」

と
云
ふ
と
き
の
「
ド
」
の
音
は
、
も
と
た
ゞ
「
ア
」
を
促



て
短
く
發
音
さ
す
爲

に
い
つ
の
世
に
か
添
加
せ
ら
れ
た
も
の
で
、
拉
丁
語
の
「
ア
ト
ミ
ラ
ー
リ
ス
」

と
云
ふ
形
容
詞
と
は
何
等
の
關
係
が
あ
つ
た
譯
で
は
あ
り
ま
せ
ぬ
。
又
「
ア
ミ

ー
ル
」
と
云
ひ
「
ヱ
ミ
ー
ル
」
と
申
し
ま
す
る
は
、
畢
竟
亞
剌
比
亞
語
の
發
音

は
、
日
本
語
の
「
ア
」
で
も
な
く
又
「
ヱ
」
で
も
あ
り
ま
せ
ぬ
か
ら
斯
く
二
樣

に
發
音
致
し
ま
し
た
の
で
、
も
と
も
と
一
つ
の
も
の
を
云
ふ
の
で
あ
り
ま
す
か

ら
、
二
つ
の
異
つ
た
官
名
ま
た
は
尊
稱
を
云
う
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ぬ
。
恰
も

英
語
で
「
ａ
」
を
書
い
た
り
、
佛
語
で
「
ｅ
」
を
書
い
た
り
す
る
と
同
樣
で
あ
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り
ま
す
。

　
話
は
岐
路
に
向
ひ
ま
し
た
か
ら
、
本
筋
に
戻
り
ま
し
て
、
米
准
那
即
ち
「
ミ

ー
ル
、
ゼ
ー
ダ
」
の
言
語
は
、
中
世
の
波
斯
語
ま
た
は
亞
剌
比
亞
語
で
あ
り
ま

す
か
ら
、
今
日
で
は
最
後
の
音
の
ダ
を
通
例
省
略
致
し
ま
し
て
、
「
ミ
ー
ル
、

ゼ
ー
」
又
は
「
ミ
ー
ル
、
ザ
ー
」
と
申
し
ま
す
。
印
度
の
宗
教
都
市
で
一
番
有

名
な
る
、
「
ベ
ナ
ー
レ
ス
」
（B

enares

）
梵
語
で
申
し
ま
す
る
と
「
バ
ー
ラ

ナ
シ
イ
」
の
南
西
の
方
角
に
當
り
ま
し
て
大
約
日
本
里
數
で
十
五
里
許
り
の
地

に
「
ミ
ー
ル
ゼ
ー
プ
ー
ル
」
（M

irzapur
）
と
申
す
都
市
が
あ
り
ま
す
。
陶
器

の
産
地
で
、
人
口
が
六
七
萬
位
の
小
都
市
で
、
格
別
取
立
て
て
申
上
げ
る
程
の

都
市
で
は
あ
り
ま
せ
ぬ
が
、
其
の
名
は
、
公
子
ま
た
は
公
孫
の
都
市
と
云
ふ
義

で
あ
り
ま
す
。
「
プ
ー
ル
」
は
新
嘉
坡
の
坡
と
同
じ
く
、
都
城
と
云
ふ
梵
語
か

ら
來
た
言
葉
で
、
其
の
前
に
來
る
「
ミ
ー
ル
、
ゼ
ー
」
は
「
ミ
ー
ル
ザ
ー
ダ
」

又
は
「
ミ
ー
ル
、
ゼ
ー
ダ
」
の
「
ダ
」
が
省
略
さ
れ
た
結
果
で
あ
り
ま
す
。
其

の
他
、
印
度
及
び
波
斯
の
人
名
ま
た
は
地
名
で
、
此
の
語
を
前
節
に
用
ひ
、
後

節
に
邑
落
、
都
市
の
義
を
有
す
る
名
詞
を
用
ひ
た
例
は
少
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
か
く
説
き
來
れ
ば
、
諸
君
の
中
に
は
或
は
疑
惑
の
念
を
起
さ
る
ゝ
方
も
皆
無

で
は
あ
り
ま
す
ま
い
と
存
じ
ま
す
。
先
づ
第
一
に
起
り
さ
う
な
疑
念
は
米
准
那

の
「
米
」
字
は
、
亞
剌
比
亞
語
の
「
ア
ミ
ー
ル
」
又
は
「
ヱ
ミ
ー
ル
」
に
起
源

を
有
す
る
「
ミ
ー
ル
」
の
音
を
寫
し
た
と
し
て
、
如
何
な
る
次
第
で
最
初
の

「
ア
」
又
は
「
ヱ
」
は
省
略
せ
ら
れ
て
單
に
「
ミ
ー
ル
」
と
な
つ
た
か
と
云
ふ

こ
と
で
あ
り
ま
せ
う
。
こ
れ
は
「
ミ
ー
ル
」
の
聲
音
を
強
く
力
を
入
れ
て
發
音

せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
か
ら
、
自
然
最
初
の
「
ア
」
又
は
「
ヱ
」
は
省
略
さ
る
ゝ

に
至
つ
た
譯
で
、
殊
に
准
那
と
云
ふ
語
の
發
音
を
後
に
控
へ
て
居
り
ま
す
か
ら
、

な
る
べ
く
發
音
し
易
く
、
簡
易
に
發
音
出
來
る
や
う
に
、
最
初
の
「
ア
」
又
は

「
ヱ
」
を
省
き
た
も
の
と
思
は
れ
ま
す
。
第
二
に
は
、
然
ら
ば
最
後
の
「
ダ
」

を
何
故
に
省
略
す
る
に
至
つ
た
か
と
云
ふ
疑
念
で
せ
う
。
こ
れ
も
「
ヱ
ミ
ー
ル
」

の
場
合
と
似
て
、
「
ゼ
ー
ダ
」
又
は
「
ザ
ー
ダ
」
の
「
ゼ
」
「
ザ
」
を
強
く
力

を
入
れ
て
發
音
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ぬ
か
ら
、
所
謂
勤
勇
所
要
の
勞
力
を
儉
約
せ

ん
が
た
め
に
遂
に
「
ダ
」
の
音
を
省
略
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
か
ゝ
る
現
象
は
、

我
が
國
の
言
葉
に
で
も
屡
々
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
一
例
を
擧
げ
ま
す
れ
ば
、
國

名
の
發
音
に
於
て
、
武
藏
相
模
の
場
合
で
す
。
此
等
の
地
方
は
上
總
下
總
な
ど

の
國
名
に
於
て
な
ほ
見
ら
る
ゝ
ご
と
く
、
「
プ
サ
」
と
云
ふ
、
麻
か
苧
か
楮
か

知
り
ま
せ
ぬ
が
、
と
に
か
く
、
纖
維
工
業
に
必
要
な
植
物
の
培
養
に
適
し
た
地

方
で
あ
つ
た
こ
と
は
、
建
國
の
始
め
、
天
富
命
が
天
孫
の
命
に
よ
り
て
此
の
地

方
に
楮
麻
を
植
ゑ
ら
れ
た
と
云
ふ
史
實
か
ら
で
も
推
定
出
來
ま
す
。
此
の
地
方

を
「
プ
サ
ガ
ミ
」
「
プ
サ
シ
モ
」
と
昔
か
ら
區
分
し
て
名
附
け
ま
し
た
と
こ
ろ
、

い
つ
し
か
、
「
プ
サ
シ
モ
」
の
「
モ
」
が
發
音
せ
ら
れ
ず
に
な
り
ま
し
て
、
其

の
鼻
音
性
だ
け
を
初
め
の
「
プ
」
の
音
に
添
加
し
ま
し
た
か
ら
、
同
じ
く
唇
音

で
は
あ
る
し
、
其
の
う
へ
鼻
音
性
が
加
は
つ
た
も
の
で
す
か
ら
「
プ
」
は
「
ム
」

と
な
り
ま
し
た
次
第
で
、
こ
れ
に
類
似
し
た
音
を
漢
字
で
武
と
藏
と
を
配
し
ま

し
た
が
、
「
サ
ウ
」
と
音
こ
そ
あ
れ
、
如
何
に
考
へ
て
も
藏
字
に
「
サ
シ
」
と

云
ふ
音
が
あ
り
ま
せ
ぬ
。
し
か
し
昔
か
ら
實
際
の
發
音
は
「
ム
サ
シ
」
で
、
神

代
な
が
ら
の
「
プ
サ
シ
モ
」
の
俤
を
保
有
し
て
居
り
ま
す
。
次
に
相
模
の
國
名

で
あ
り
ま
す
か
ら
、
武
藏
の
國
名
が
も
と
「
プ
サ
シ
モ
」
で
あ
つ
た
に
む
か
へ

て
、
「
プ
サ
ガ
ミ
」
で
あ
り
ま
し
た
が
、
い
つ
し
か
最
初
の
音
の
「
プ
」
が
呼

稱
の
便
利
か
ら
消
滅
し
て
、
「
サ
ガ
ミ
」
と
の
み
呼
ぶ
や
う
に
な
り
ま
し
た
次

第
で
あ
り
ま
す
。
以
上
は
言
葉
の
初
め
と
終
と
が
省
略
せ
ら
る
ゝ
好
適
例
と
し

て
掲
げ
ま
し
た
が
、
場
合
に
よ
り
中
間
の
音
が
變
化
し
、
又
は
省
略
せ
ら
る
ゝ

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
上
總
と
下
總
と
の
國
名
は
好
適
例
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
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も
と
〳
〵
「
カ
ミ
プ
サ
」
と
云
ひ
「
シ
モ
プ
サ
」
と
呼
ん
だ
こ
と
に
相
違
あ
り

ま
せ
ん
。
然
る
處
「
カ
ミ
プ
サ
」
の
場
合
に
は
、
第
二
位
の
「
ミ
」
は
、
い
つ

し
か
單
に
鼻
音
化
せ
る
母
音
と
な
り
、
こ
れ
に
影
響
せ
ら
る
ゝ
第
三
位
の
「
プ
」

は
、
第
四
位
の
「
サ
」
の
摩
擦
音
の
硬
音
性
に
も
影
響
せ
ら
れ
結
局
以
和
爲
貴

と
あ
つ
て
、
第
二
位
の
「
ミ
」
か
ら
軟
音
性
を
と
り
、
第
四
位
の
「
サ
」
か
ら

摩
擦
音
性
を
と
り
て
結
局
「
プ
」
の
音
は
軟
音
の
摩
擦
音
即
ち
「
ズ
」
と
な
つ

た
も
の
と
思
は
れ
ま
す
。
下
總
の
國
名
の
場
合
に
は
、
今
日
の
實
際
の
發
音
は

「
シ
モ
ー
サ
」
で
、
先
年
文
部
省
で
制
定
し
た
字
音
假
名
遣
の
棒
引
法
で
は
、

洵
に
よ
く
現
實
の
發
音
が
寫
さ
れ
て
宜
し
き
や
う
で
あ
り
ま
す
が
、
民
間
で
は

や
は
り
「
シ
モ
フ
サ
」
と
書
き
ま
し
て
今
日
に
至
つ
て
居
り
ま
す
。
半
濁
音
の

性
質
を
失
つ
た
だ
け
で
、
や
は
り
民
間
の
假
名
遣
法
に
は
神
代
な
が
ら
の
俤
を

保
存
し
て
居
る
こ
と
に
は
、
私
ど
も
老
人
に
は
何
と
な
く
嬉
し
き
心
地
が
あ
り

ま
す
。

　
私
は
金
剛
智
三
藏
や
將
軍
米
准
那
の
こ
と
に
つ
き
て
講
演
致
し
な
が
ら
、
何

等
こ
れ
と
關
係
の
な
き
「
プ
サ
」
の
國
の
由
來
を
持
出
し
て
、
長
々
し
く
諸
君

の
清
聽
を
汚
し
た
事
を
恐
縮
致
し
て
居
り
ま
す
る
が
、
ま
た
一
方
で
は
あ
な
が

ち
金
剛
智
三
藏
や
米
准
那
と
、
日
本
の
東
部
の
江
戸
灣
、
靜
岡
灣
即
ち
富
士
の

靈
峰
が
、
朝
日
の
光
を
受
け
て
影
を
太
平
洋
上
に
な
げ
る
地
方
の
こ
と
と
は
無

關
係
で
あ
る
と
斷
定
出
來
ぬ
と
思
ひ
ま
す
。
甚
だ
牽
強
附
會
の
や
う
で
あ
り
ま

す
が
、
金
剛
智
三
藏
が
開
元
七
年
ま
た
は
八
年
、
長
安
に
入
り
、
二
十
九
年
入

寂
せ
ら
れ
る
ま
で
は
約
二
十
有
餘
年
間
あ
り
ま
す
が
、
其
の
間
は
日
本
に
於
て
、

開
闢
以
來
と
申
し
ま
せ
う
か
、
建
國
以
來
と
申
し
ま
せ
う
か
、
と
に
も
か
く
に

も
、
古
よ
り
未
だ
曾
て
な
き
文
化
事
業
が
經
營
せ
ら
れ
、
完
成
さ
れ
た
時
代
で
、

日
本
が
支
那
を
介
し
て
印
度
ま
た
は
西
域
の
文
化
を
吸
收
す
る
に
最
も
力
を
効

し
た
時
代
で
も
あ
り
、
ま
た
支
那
人
の
間
に
は
日
本
を
認
め
て
、
日
出
の
國
、

義
和
が
建
て
た
國
だ
と
信
ぜ
ら
れ
、
神
仙
の
棲
遲
す
る
國
、
長
生
不
死
の
靈
藥

の
生
ず
る
地
域
で
あ
る
と
信
ぜ
ら
れ
た
の
み
な
ら
ず
、
航
海
者
と
し
て
支
那
海

に
往
來
す
る
西
域
の
船
舶
が
、
日
本
ま
た
は
朝
鮮
に
潮
流
の
工
合
に
漂
着
し
た

事
も
あ
り
、
殊
に
東
大
寺
落
慶
の
齊
會
ま
た
は
庭
儀
に
參
列
し
た
樂
人
の
中
に

は
林
邑
即
ち
今
の
佛
領
印
度
の
南
部
、
コ
シ
ン
、
チ
ヤ
イ
ナ
に
國
を
建
て
た
占

城
の
樂
人
も
居
つ
た
こ
と
を
見
る
と
、
こ
れ
ら
の
國
か
ら
乘
つ
た
人
々
の
船
舶

は
、
支
那
の
船
舶
の
み
で
あ
つ
た
と
は
信
ぜ
ら
れ
ま
せ
ぬ
。
昔
か
ら
、
支
那
の

書
物
に
著
は
さ
れ
て
あ
る
扶
桑
の
國
の
位
置
は
、
も
し
架
空
の
神
話
か
ら
で
な

く
幾
分
の
現
實
性
あ
る
知
識
か
ら
出
で
た
も
の
と
す
れ
ば
、
富
士
の
靈
峰
が
太

平
洋
の
清
波
に
影
を
投
ず
る
地
方
即
ち
昔
時
の
プ
サ
國
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ぬ
。
今
日
に
於
て
も
ア
イ
ヌ
語
で
プ
サ
と
云
ふ
語
が
存
在
し
て
、
麻
苧
の
こ
と

を
意
味
し
て
居
り
ま
す
が
、
此
の
語
は
、
ア
イ
ヌ
が
本
來
の
語
で
あ
る
か
、
或

は
天
富
命
に
從
う
て
、
江
戸
灣
、
靜
岡
灣
一
帶
の
地
に
楮
麻
を
植
ゑ
た
大
和
民

族
の
言
葉
か
ら
借
り
用
ひ
た
も
の
か
、
否
や
の
問
題
に
至
り
て
は
暫
ら
く
後
賢

の
研
究
を
待
つ
こ
と
に
い
た
し
ま
す
。

　
將
軍
米
准
那
の
舟
師
を
支
那
に
遣
は
し
た
南
印
度
の
王
は
、
捺
羅
僧
伽
補
多











跋
摩





と
云
ふ
名
の
方
で
、
跋
摩
（
鎧
）
と
云
ふ
語
で
終
つ
て
あ
り
、
正
眞
正
銘

の
刹
帝
利
種
で
あ
る
事
が
明
白
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
ま
た
パ
ツ
ラ
※
族
の
王

者
で
あ
る
と
云
ふ
事
も
判
明
し
て
居
り
ま
す
。
ま
た
捺
羅
僧
伽











は
、
韋
紐
天
第

四
の
化
身
の
名
で
あ
り
ま
す
。
即
ち
人
身
獅
頭
の
化
身
で
、
惡
鬼
を
退
治
せ
ん

た
め
天
よ
り
下
界
に
降
臨
し
た
韋
紐
天
の
名
を
つ
け
た
も
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
、

正
眞
正
銘
の
印
度
ア
ー
リ
ヤ
の
信
仰
を
持
つ
た
王
者
で
あ
つ
た
事
は
こ
れ
で
も

知
れ
ま
す
。
た
ゞ
問
題
と
な
る
は
其
の
次
に
來
る
ポ
ー
タ
の
語
の
意
味
で
す
。

船
と
云
ふ
義
も
あ
り
、
ま
た
四
足
獸
の
子
と
云
ふ
意
味
も
あ
り
ま
す
。
シ
ン
ハ

は
獅
子
で
す
か
ら
獅
子
の
子
と
解
し
て
も
差
支
へ
は
な
く
、
ま
た
パ
ツ
ラ
※
王
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族
が
以
前
か
ら
鑄
造
せ
し
め
て
其
の
領
内
に
流
通
せ
し
め
た
硬
貨
の
紋
章
に
は
、

流
石
に
通
商
立
國
の
國
是
の
國
だ
け
あ
つ
て
二
本
の
帆
檣
を
建
て
た
船
の
紋
章

が
刻
印
せ
ら
れ
て
あ
り
ま
す
か
ら
、
ポ
ー
タ
を
船
と
解
し
て
も
差
支
へ
は
あ
り

ま
せ
ぬ
。
孰
れ
に
し
て
も
こ
れ
は
大
し
た
問
題
と
は
な
り
得
ま
せ
ぬ
。
何
故
か

と
申
し
ま
す
る
と
、
今
日
ま
で
知
ら
れ
て
居
る
パ
ツ
ラ
※
王
族
出
身
の
王
者
の

名
に
は
、
單
に
捺
羅
僧
伽
跋
摩
と
云
ふ
名
の
王
は
二
人
あ
り
ま
す
が
、
い
づ
れ

に
も
補
多
に
該
當
す
る
ポ
ー
タ
の
語
は
名
前
の
中
に
見
え
ま
せ
ぬ
か
ら
で
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
私
だ
け
の
意
見
を
申
上
げ
ま
す
と
、
漢
字
の
音
譯
、
捺
羅
僧

伽
補
多
の
六
字
の
次
に
羅
の
字
が
一
つ
落
ち
て
居
る
の
で
は
な
い
か
と
思
ふ
の

で
す
。
さ
う
と
す
れ
ば
、
補
多
羅
の
三
字
に
、
梵
語
の pautra

（
孫
）
と
云
ふ

こ
と
に
な
り
ま
す
。
事
實
こ
の
王
は
別
表
に
於
て
も
御
覽
の
通
り
、
西
洋
紀
元

六
百
三
十
年
か
ら
六
百
六
十
八
年
ま
で
王
位
に
居
つ
た
ナ
ラ
シ
ン
ハ
・
※
ル
マ

ン
王
の
孫
に
當
つ
た
と
見
え
ま
し
て
、
パ
ツ
ラ
※
族
の
習
慣
に
從
ひ
祖
父
と
同

じ
名
を
稱
し
て
居
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
補
多
の
二
字
を
パ
ウ
ト
ラ
の
俗
語
化

ポ
ー
タ
と
解
し
て
、
俗
語
の
形
で
支
那
に
傳
は
つ
た
と
見
て
も
差
支
へ
は
あ
り

ま
せ
ぬ
。
金
剛
智
三
藏
が
支
那
に
向
は
る
ゝ
時
代
に
、
南
印
度
の
王
で
、
捺
羅

僧
伽
の
名
を
冠
し
た
王
者
は
此
の
以
外
に
居
り
ま
せ
ぬ
。
此
の
王
の
在
位
の
年

時
は
、
西
暦
紀
元
六
百
九
十
年
か
ら
七
百
十
五
年
に
亙
つ
て
居
り
ま
す
か
ら
、

開
元
七
年
ま
た
は
八
年
、
金
剛
智
三
藏
の
入
唐
の
年
は
西
暦
紀
元
で
申
し
ま
す

る
と
七
百
十
九
年
か
、
ま
た
は
七
百
二
十
年
で
す
か
ら
、
當
時
は
、
王
位
を
去

り
て
の
ち
、
四
年
乃
至
五
年
經
過
し
て
居
り
ま
す
。
次
の
王
は
、
パ
ツ
ラ
※
王

族
の
習
慣
に
基
づ
き
、
祖
父
の
名
を
襲
う
て
パ
ラ
メ
ー
シ
※
ラ
・
※
ル
マ
ン
と

申
し
ま
し
て
、
西
暦
紀
元
七
百
十
五
年
か
ら
七
百
十
七
年
ま
で
位
に
居
り
ま
し

た
。
國
を
享
く
る
こ
と
甚
だ
短
く
て
、
至
つ
て
薄
祐
の
王
で
あ
つ
た
ら
し
い
の

で
あ
り
ま
す
。

Sinha-varm
an(550-575)

　
　
│

Sinha-visnu(575-600)

　
　
│

M
ahendra-varm

an(600-630)

　
　
│

N
ara-sinha-varm

an(630-668)

　
　
│

M
ahendra-varm

an(668-670)

　
　
│

〔Param
ec,var

〕-varm
an(670-690)

　
　
│

N
ara-sinha-(pautra? pota?)-varm

an(690-715)

　
　
│

〔Param
ec,vara

〕-varm
an(715-717)

　
話
が
こ
ゝ
ま
で
進
ん
で
ま
ゐ
り
ま
す
と
、
此
の
パ
ツ
ラ
※
王
朝
の
こ
と
に
つ

き
て
御
話
申
上
げ
ね
ば
、
佛
作
り
て
魂
を
入
れ
ぬ
や
う
な
心
地
が
致
し
ま
す
か

ら
、
暫
時
話
さ
し
て
戴
き
ま
す
。
パ
ツ
ラ
※ pallava 

王
朝
の
名
は
、
梵
語
と

し
て
見
れ
ば
「
花
の
蕾
」
と
か
「
木
の
若
芽
」
と
か
、
「
梢
」
と
か
云
ふ
意
味

の
言
葉
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
も
と
〳
〵
「
パ
ツ
フ
ラ
※
」
（pahlava

）

と
も
「
パ
ツ
ル
ハ
※
」
（palhava

）
と
も
申
し
ま
し
て
、
俗
語
か
ら
來
た
も
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の
で
あ
る
事
は
貨
幣
ま
た
は
碑
文
か
ら
證
明
せ
ら
れ
て
あ
り
ま
す
か
ら
、
一
概

に
花
の
蕾
王
朝
、
乃
至
若
芽
王
朝
な
ど
云
ふ
陽
氣
な
景
氣
の
よ
い
名
前
に
解
す

る
こ
と
は
出
來
ま
せ
ぬ
。
而
し
て
パ
ツ
フ
ラ
※
と
か
パ
ツ
ル
ハ
※
と
か
云
ふ
俗

語
の
形
は
、
純
粹
の
イ
ン
ド
、
ア
ー
リ
ヤ
系
の
言
葉
と
も
見
え
ま
せ
ぬ
。
寧
ろ

別
の
系
統
の
言
葉
か
ら
轉
訛
し
た
も
の
の
樣
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
之
に
便
乘
し

て
パ
ル
テ
イ
ヤ
即
ち
支
那
で
申
し
ま
す
る
安

息







國
の
國
名
と
同
一
で
あ
つ
て
、

パ
ツ
ラ
※
即
ち
パ
ー
ル
ダ
※
説
が
出
現
し
て
、
一
時
は
西
洋
の
印
度
波
斯
學
者

の
間
に
殆
ん
ど
定
説
の
や
う
に
な
り
ま
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
序
な
が
ら
申
上

げ
ま
す
が
、
パ
ル
テ
イ
ヤParthia
と
申
し
ま
す
の
も
ペ
ル
シ
ヤ
と
申
し
ま
す

の
も
畢
竟
す
る
に
方
言
的
發
音
の
相
違
で
、
東
部
北
部
の
イ
ラ
ー
ン
高
原
邊
陲

の
波
斯
帝
國
の
部
分
で
は
パ
ル
テ
イ
ヤ
と
申
し
ま
し
て
舊
い
形
を
保
有
し
、
西

部
南
部
の
イ
ラ
ー
ン
高
原
の
部
分
で
は
テ
イ
が
シ
と
な
つ
てParasia

Persia

と
な
つ
た
だ
け
で
あ
り
ま
す
。
い
づ
れ
も
梵
語
の
パ
ル
ツ
フ
又
は
プ
リ
ツ
フ

（parthu,prthu

）
、
英
語
の
ブ
ロ
ー
ド
（broad

）
、
獨
逸
語
の
ブ
ラ
イ
ト

（breit

）
と
、
同
系
の
印
歐
語
系
の
言
葉
で
「
廣
き
も
の
」
又
は
土
地
、
國
土

の
義
を
有
す
る
語
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
安
息
ア
ル
サ
ケ
ー
ス
は
、
イ
ラ
ン
の
東

部
か
ら
起
り
て
バ
ク
ト
リ
ヤ
か
ら
印
度
の
北
西
部
に
亙
り
て
國
を
建
て
た
波
斯

語
系
の
王
朝
の
名
で
、
西
朝
紀
元
前
二
百
五
十
年
頃
か
ら
西
暦
紀
元
後
二
百
二

十
六
年
ま
で
つ
ゞ
い
た
王
朝
で
、
支
那
の
歴
史
で
は
秦
の
始
皇
帝
頃
か
ら
東
漢

の
孝
獻
皇
帝
の
禪
讓
の
時
ま
で
に
亙
つ
て
居
り
ま
す
。
日
本
で
は
孝
靈
天
皇
の

御
宇
の
始
頃
か
ら
神
功
皇
后
の
御
攝
政
時
代
の
第
二
十
六
年
に
相
當
致
し
ま
す

る
年
間
で
、
印
度
で
は
か
の
孔
雀
王
朝
の
阿
育
王
の
時
代
か
ら
龍
樹
菩
薩
と
交

渉
の
あ
つ
た
と
云
は
る
ゝ
娑
多
婆
漢
那
王
朝
の
末
期
ま
で
の
年
代
に
相
當
し
、

隨
分
長
く
つ
ゞ
い
た
王
朝
で
あ
り
ま
し
た
。
陸
軍
は
強
く
、
流
石
の
羅
馬
の
武

力
を
以
て
し
て
も
、
波
斯
と
羅
馬
と
の
勢
力
範
圍
の
境
で
あ
つ
た
テ
イ
グ
リ
ス

（
又
は
タ
イ
グ
リ
ス
）
河
を
一
歩
も
東
へ
進
む
こ
と
が
出
來
な
か
つ
た
。
こ
の

王
朝
の
王
樣
達
の
名
前
の
つ
け
や
う
を
見
ま
す
と
、
き
つ
ぱ
り
と
は
申
さ
れ
ま

せ
ぬ
が
、
大
體
か
ら
見
て
祖
父
ま
た
は
父
の
名
を
襲
用
し
た
點
は
、
前
刻
申
上

げ
ま
し
た
通
り
南
印
度
の
パ
ツ
ラ
※
王
朝
の
王
樣
達
の
名
前
の
つ
け
や
う
と
類

似
し
て
居
り
ま
す
。
此
等
の
點
等
か
ら
見
て
、
パ
ツ
ラ
※
王
朝
は
安
息
國
即
ち

パ
ル
テ
イ
ヤ
王
朝
の
枝
分
で
あ
る
と
の
説
が
出
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
せ
ぬ
。
今
日
で
は
パ
ツ
ラ
※
族
を
以
て
、
安
息
王
朝
の
建
設
し
君
臨

し
た
パ
ル
テ
イ
ヤ
國
出
身
で
あ
つ
た
と
云
ふ
説
は
下
火
に
な
つ
て
居
り
、
ま
た

肝
腎
、
此
の
説
を
提
出
し
て
一
時
印
度
學
者
波
斯
學
者
を
し
て
、
隨
喜
驚
歎
せ

し
め
た
英
國
の
學
者
が
、
進
ん
で
自
説
を
取
消
し
て
居
る
や
う
な
有
樣
で
あ
る

か
ら
、
私
ど
も
も
か
れ
こ
れ
云
う
て
進
ん
で
死
灰
再
燃
の
勞
に
服
せ
ん
と
す
る

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
此
の
説
は
あ
な
が
ち
反
對
論
者
の
説
に
の
み
耳
を
傾

け
て
其
の
云
ふ
ま
ゝ
に
任
す
る
こ
と
は
、
學
者
の
良
心
上
出
來
な
い
の
で
あ
り

ま
す
。
反
對
論
者
は
、
パ
ル
テ
イ
ヤ
帝
國
の
陸
軍
の
強
き
こ
と
の
み
を
見
て
、

當
時
の
波
斯
民
族
の
海
軍
が
ア
ケ
メ
ニ
ー
ド
（A

chem
enides

）
王
朝
時
代
の

波
斯
民
族
と
同
じ
く
、
依
然
印
度
洋
亞
剌
比
亞
海
の
制
海
權
を
保
有
し
て
居
つ

た
こ
と
に
想
到
せ
ず
、
ひ
た
す
ら
安
息
王
朝
の
武
士
が
肥
馬
に
跨
り
堅
甲
を
披

て
、
勁
弓
大
箭
を
以
て
イ
ラ
ン
高
原
か
ら
出
で
、
印
度
を
蹂
躙
し
、
征
服
し
た

歴
史
上
の
確
證
が
な
い
か
ら
、
パ
ツ
ラ
※
族
の
名
稱
が
パ
ル
テ
イ
ヤ
の
名
稱
と

は
何
等
の
關
係
な
い
と
云
ふ
が
、
ア
ケ
メ
ニ
ー
ド
王
朝
以
來
、
波
斯
民
族
の
船

舶
は
、
西
は
阿
弗
利
加
の
東
岸
か
ら
支
那
海
に
至
る
ま
で
陸
上
に
於
け
る
王
朝

の
興
亡
、
隆
替
に
煩
は
さ
れ
ず
し
て
活
動
を
續
け
た
こ
と
を
思
へ
ば
、
印
度
の

東
海
岸
に
通
商
立
國
の
國
是
を
以
て
國
を
立
て
た
パ
ツ
ラ
※
族
を
以
て
波
斯
民

族
の
一
支
派
で
な
い
と
す
る
こ
と
は
、
吾
人
の
輙
く
承
服
出
來
ぬ
所
で
あ
り
ま

す
。
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今
日
で
も
東
は
南
方
支
那
か
ら
西
は
阿
弗
利
加
に
至
る
ま
で
、
或
は
水
夫
と

な
り
或
は
水
先
案
内
な
ど
を
業
務
と
し
て
海
上
生
活
を
し
て
居
る
、
「
ラ
ス
カ

ー
ル
」
（Lascar Lashkar

）
と
云
ふ
種
族
が
あ
り
ま
す
。
東
洋
か
ら
印
度
洋

を
通
過
し
て
西
洋
に
赴
く
船
が
港
に
寄
る
と
、
船
に
荷
物
を
積
み
又
は
船
か
ら

荷
物
を
上
げ
る
人
夫
の
中
に
は
、
色
こ
そ
多
少
黒
き
や
う
だ
が
、
言
葉
か
ら
見

て
も
又
は
容
貌
か
ら
見
て
も
、
深
目
隆
準
明
か
に
波
斯
系
の
も
の
で
あ
る
の
は

こ
の
「
ラ
ス
カ
ー
ル
」
で
、
二
千
五
百
年
の
昔
か
ら
「
フ
ヱ
ニ
キ
ヤ
」
人
や

「
ア
ラ
ビ
ア
」
人
と
共
に
波
斯
灣
か
ら
出
で
て
印
度
洋
南
海
支
那
海
の
水
上
交

通
に
貢
獻
し
た
波
斯
民
族
の
殘
し
た
種
族
で
あ
り
ま
す
。
其
の
名
稱
か
ら
見
て

も
、
兵
士
ま
た
は
軍
卒
と
云
ふ
意
味
で
す
か
ら
波
斯
語
系
の
民
族
で
あ
る
こ
と

は
明
白
で
す
。
以
上
申
上
げ
た
こ
と
か
ら
舊
説
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
に
反
對
す

る
人
々
の
説
も
俄
か
に
贊
成
出
來
な
い
譯
で
あ
り
ま
す
。

　
波
斯
の
古
代
「
ア
ケ
メ
ニ
ー
ド
」
王
朝
時
代
と
安
息
王
朝
時
代
と
の
研
究
が

未
だ
東
西
の
學
者
の
間
に
充
分
で
な
く
、
ま
た
波
斯
の
中
世
紀
薩
珊
王
朝
の
時

代
の
研
究
が
未
だ
充
分
で
な
い
結
果
、
古
代
を
論
ず
る
ご
と
に
、
常
に
希
臘
史

家
の
資
料
に
基
づ
き
て
事
毎
に
希
臘
を
推
し
、
中
世
を
論
ず
る
ご
と
に
、
亞
剌

比
亞
人
の
資
料
に
の
み
基
づ
き
て
事
毎
に
「
ア
ラ
ビ
ヤ
」
を
推
し
て
、
波
斯
の

民
族
の
文
化
と
武
力
と
を
閑
却
す
る
傾
向
あ
る
を
私
は
常
に
遺
憾
と
す
る
も
の

で
あ
つ
て
、
古
代
の
こ
と
は
暫
ら
く
措
き
て
論
ぜ
ざ
る
も
、
西
部
亞
細
亞
に
於

て
、
西
暦
第
七
世
紀
に
於
て
、
亞
剌
比
亞
人
が
「
モ
ハ
メ
ツ
ト
」
の
指
導
の
下

に
大
帝
國
を
建
設
し
得
た
る
所
以
は
、
畢
竟
す
る
に
「
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ヤ
」
と

「
ナ
イ
ル
」
河
流
域
と
の
兩
文
化
の
繼
承
者
た
り
し
波
斯
帝
國
の
文
化
を
、
亞

剌
比
亞
人
が
繼
承
し
得
た
結
果
に
外
な
ら
ぬ
と
私
は
常
に
思
ふ
所
で
あ
り
ま
す
。

今
日
に
至
る
ま
で
亞
剌
比
亞
語
と
思
は
れ
た
も
の
は
、
波
斯
民
族
の
語
で
あ
つ

て
、
亞
剌
比
亞
語
と
な
つ
た
の
は
非
常
に
多
い
。
通
商
、
工
藝
、
政
治
、
法
律
、

宗
教
な
ど
の
領
域
に
於
て
、
亞
剌
比
亞
人
が
波
斯
人
に
負
ふ
所
は
尠
く
な
い
。

就
中
、
通
商
ま
た
は
航
海
に
於
て
は
、
古
代
中
世
の
波
斯
人
は
明
か
に
亞
剌
比

亞
人
の
先
輩
で
あ
つ
た
。
の
ち
に
亞
剌
比
亞
人
の
領
土
と
な
つ
た
が
、
其
の
開

拓
者
ま
た
は
最
初
の
施
設
者
は
波
斯
人
で
あ
つ
た
。
一
例
を
擧
ぐ
れ
ば
、
亞
弗

利
加
の
東
海
岸
に
於
て
「
ザ
ン
ヂ
バ
ル
」
と
云
ふ
國
が
あ
り
ま
す
。
亞
剌
比
亞

人
が
此
の
國
か
ら
奴
隸
を
買
取
つ
て
諸
國
に
賣
出
す
か
ら
奴
隸
の
國
と
呼
び
、

「
ザ
ン
ヂ
バ
ル
」
と
申
し
ま
す
る
が
、
よ
く
〳
〵
其
の
語
の
起
源
を
尋
繹
し
ま

す
る
と
、
「
ザ
ン
ヂ
バ
ル
」
の
「
ザ
ン
ヂ
」
は
波
斯
人
の
言
葉
で
「
ヂ
エ
ン
ヂ
」

で
あ
つ
て
、
黒
人
と
云
ふ
語
か
ら
轉
訛
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
「
タ
ー
ヂ
ツ

ク
」
（
〔Ta_jik

〕
）
即
ち
、
支
那
で
大
食
國
な
ど
云
ふ
と
き
の
大
食
で
あ
り

ま
す
が
、
こ
れ
は
梵
語
の
「
ダ
ー
サ
」
例
せ
ば
「
カ
ー
リ
ダ
ー
サ
」
な
ど
云
ふ

と
き
「
ダ
ー
サ
」
に
語
源
上
匹
敵
す
る
波
斯
語
の
「
ダ
ー
ヂ
ツ
ク
」
か
ら
來
た

言
葉
で
、
も
と
〳
〵
波
斯
の
支
配
階
級
が
農
商
工
の
被
支
配
階
級
に
對
し
て
用

ひ
た
侮
蔑
の
語
で
あ
つ
た
が
、
亞
剌
比
亞
人
が
波
斯
帝
國
を
滅
し
て
、
其
の
支

配
階
級
を
滅
し
た
の
ち
で
も
、
農
工
商
の
階
級
に
對
し
て
從
來
の
呼
稱
を
襲
用

し
た
次
第
で
あ
り
ま
し
た
か
ら
、
大
食
國
と
は
、
亞
剌
比
亞
人
の
主
權
の
下
に

あ
る
波
斯
民
族
の
義
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
故
に
支
那
で
云
ふ
大
食
國
を
以
て

直
ち
に
亞
剌
比
亞
民
族
の
邦
と
す
る
は
、
政
治
的
に
は
と
も
か
く
も
、
民
族
的

意
味
か
ら
見
ま
す
と
聊
か
不
當
な
る
心
地
が
せ
ぬ
で
も
な
い
。

　
論
じ
て
茲
に
至
れ
ば
將
軍
米
准
那
の
姓
字
は
、
亞
剌
比
亞
系
の
「
ミ
ー
ル
」

と
波
斯
系
の
「
ゼ
ー
ダ
」
又
は
「
ザ
ー
ダ
」
と
か
ら
成
立
し
て
居
る
か
ら
、
將

軍
の
民
族
的
所
屬
は
大
食
國
で
は
な
か
つ
た
か
如
何
、
と
云
ふ
問
題
に
到
達
す

る
が
、
こ
れ
に
對
し
て
私
は
、
唐
代
に
所
謂
大
食
國
の
地
理
的
位
置
、
殊
に
天

寶
十
二
年
の
初
頭
に
於
て
、
玄
宗
皇
帝
が
含
元
殿
に
於
て
内
外
國
人
の
年
賀
を

受
け
た
際
、
我
が
國
か
ら
派
遣
せ
ら
れ
た
遣
唐
大
使
、
藤
原
の
清
河
や
古
麿
等
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が
最
初
西
畔
第
二
大
食
國
の
下
に
置
か
れ
ま
し
た
が
、
其
の
時
の
大
食
國
は
い

づ
れ
の
亞
剌
比
亞
人
の
國
で
あ
つ
た
か
知
る
由
も
な
く
、
た
ゞ
舊
唐
書
に
大
食

國
は
波
斯
の
西
に
あ
り
、
兵
刄
銛
利
、
戰
鬪
に
勇
な
り
と
の
記
事
だ
け
で
は
あ

ま
り
漠
然
と
し
て
居
る
か
ら
、
今
日
の
處
で
は
「
パ
ル
テ
イ
ヤ
」
帝
國
の
王
族

と
、
本
末
枝
幹
の
關
係
が
甚
だ
濃
厚
で
あ
つ
た
と
見
る
べ
き
「
パ
ツ
ラ
※
」
國

の
所
屬
で
あ
つ
た
と
云
ふ
に
止
め
る
。

　
　
　
　Skanda-varm

an

　
　
　
　
　
　
│

　
　
　
　V

ira-varm
an

　
　
　
　
　
　
│

　
　
　
　Skanda-varm

an(450-475.A
.D

.)

　
　
　
─
─
─
─
─
├
─
─
─
─

　
　
　
│
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
│

Sinha-varm
an(475-500)

　
　V

isnu-gopa

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
│

Skanda-varm
an(500-520)

　
　Sinha-varm

an

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
│

N
andi-varm

an(525-550)

　
　V

isnu-gopa

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
│

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　Sinha-varm

an(550-575)
　
　
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜

Sinha-varm
an(550-575)

　
　
│

Sinha-visnu(575-600)

　
　
│

M
ahendra-varm

an(600-630)

　
　
│

N
ara-sinha-varm

an(630-668)

　
　
│

M
ahendra-varm

an(668-670)

　
　
│

〔Param
ec,vara

〕-varm
an(670-690)

　
　
│

N
ara-sinha-varm

an(690-715)

　
　
│

〔Param
ec,vara

〕-varm
an(715-171)

　
た
ゞ
此
の
際
此
の
王
朝
の
起
源
に
つ
い
て
、
は
つ
き
り
申
上
ぐ
る
こ
と
の
出

來
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
此
の
王
朝
は
、
西
暦
紀
元
第
三
世
紀
の
前
半
ま
で
南

印
度
に
君
臨
し
て
居
つ
た
娑
多
婆
漢
那










王
朝
（
〔C

,a_tava_hana

〕
）
の
後
を

承
け
ま
し
て
、
最
初
は
方
伯
連
帥
の
資
格
で
那
伽





族
、
チ
ユ
フ
ツ
族
等
の
諸
侯
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伯
と
駢
立
し
て
、
南
印
度
の
東
岸
「
ク
リ
シ
ユ
ナ
」
（K

risna,K
itsna

）
河
の

河
口
に
都
を
建
て
後
に
王
位
を
稱
す
る
に
至
つ
た
と
云
ふ
事
で
あ
り
ま
す
。
龍

樹
菩
薩
と
同
時
で
あ
つ
た
と
云
ふ
市
演
得
迦
王
、
宋
の
求
那
跋
摩
の
譯
し
た
龍

樹
菩
薩
爲
禪
陀
迦
王
説
法
要
偈
の
經
名
に
見
え
て
居
り
ま
す
る
禪
陀
迦
王
は
、

恐
ら
く
娑
陀
婆
漢
那










王
朝
の
末
期
に
出
で
て
、
佛
教
の
僧
侶
を
保
護
し
て
、
或

は
阿
育
王
の
建
て
た
「
ブ
ヒ
ル
サ
」
古
代
の
「
※
デ
イ
サ
」
（V

edisa,B
hilsa

）

の
塔
を
修
築
し
、
或
は
諸
方
に
洞
窟
を
掘
つ
て
僧
坊
に
宛
て
、
或
は
盛
ん
に
佛

寺
を
建
立
し
た
〔C

,a_ta-karni
〕
《
シ
ヤ
ー
タ
、
カ
ル
ニ
》
王
の
名
の
訛
略

即
ち
「
シ
ヤ
ー
ン
タ
カ
」
〔C

,a_nta-ka(rna)

〕
で
あ
る
ま
い
か
と
私
は
思
ひ

ま
す
る
か
ら
、
茲
に
問
題
に
な
つ
て
居
り
ま
す
る
「
パ
ツ
ラ
※
」
王
朝
と
は
何

等
の
關
係
は
あ
り
ま
せ
ぬ
。
ま
た
此
の
王
朝
の
特
徴
は
、
航
海
通
商
に
力
を
効

し
た
こ
と
で
、
支
那
に
於
け
る
禪
宗
の
始
祖
と
云
は
る
ゝ
達
磨
大
師
は
香
至
國

（
〔K

a_n~ci-pura

〕
）
の
王
子
で
あ
つ
た
と
の
事
か
ら
見
る
と
、
「
パ
ツ
ラ

※
」
種
族
の
出
身
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
達
磨
大
師
は
南
北
朝
時
代
に
梁
の

武
帝
の
普
通
元
年
廣
州
即
ち
廣
東
に
來
た
と
の
事
で
あ
る
か
ら
、
西
暦
紀
元
五

百
二
十
年
で
金
剛
智
三
藏
の
入
唐
に
先
立
つ
こ
と
二
百
年
で
あ
り
ま
す
。
此
の

時
代
の
「
パ
ツ
ラ
※
」
王
朝
は
二
分
せ
ら
れ
、
香
至
國
以
外
に
「
グ
ン
ツ
ー
ル
」

（G
unthur

）
と
「
ネ
ロ
ー
ル
」
（N

ellore

）
と
の
間
に
あ
る
パ
ラ
ク
カ
ダ

（Palakkada

）
と
云
ふ
地
に
都
が
あ
り
ま
し
た
か
ら
、
い
づ
れ
の
王
朝
の
王

族
で
あ
つ
た
か
判
然
せ
ぬ
が
、
と
に
も
か
く
に
も
、
達
磨
大
師
は
、
「
パ
ツ
ラ

※
」
族
の
王
子
で
あ
つ
た
に
相
違
な
い
。
刹
帝
利
種
で
、
金
剛
智
三
藏
の
や
う

な
婆
羅
門
族
で
な
か
つ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
其
の
廣
州
に
入
つ
た
當
時
は

世
壽
幾
何
で
あ
つ
た
か
判
然
せ
ぬ
が
、
西
暦
紀
元
五
世
紀
か
ら
六
世
紀
に
至
り

て
、
パ
ツ
ラ
※
種
族
の
王
に
は
、
一
方
で
は
「
ス
カ
ン
ダ
・
※
ル
マ
ン
」
あ
り

（
四
百
五
十
年
　
四
百
七
十
五
年
）
、
（
別
紙
表
參
照
）
「
シ
ン
ハ
※
ル
マ
ン
」

あ
り
（
四
百
七
十
五
年
　
五
百
年
）
、
「
ス
カ
ン
ダ
・
※
ル
マ
ン
」
（
五
百
年

　
五
百
二
十
年
）
、
「
ナ
ン
デ
イ
※
ル
マ
ン
」
（
五
百
二
十
五
年
　
五
百
五
十

年
）
あ
り
、
他
方
で
は
、
「
※
シ
ユ
ヌ
・
ゴ
ー
パ
」
あ
り
、
「
シ
ン
ハ
・
※
ル

マ
ン
」
あ
り
、
ま
た
「
※
シ
ユ
ヌ
・
ゴ
ー
パ
」
あ
り
、
ま
た
「
シ
ン
ハ
・
※
ル

マ
ン
」
あ
り
（
五
百
五
十
年
　
五
百
七
十
五
年
）
、
達
磨
大
師
は
梁
の
武
帝
の

大
通
元
年
遷
化
し
た
筈
だ
か
ら
、
い
づ
れ
前
に
掲
げ
た
王
樣
の
誰
か
の
子
で
あ

つ
た
筈
で
あ
る
。
其
の
血
脈
の
中
に
は
、
印
度
の
武
人
の
血
が
流
れ
て
居
た
に

相
違
な
い
。
梁
の
武
帝
の
小
乘
的
思
想
を
無
功
徳
の
三
字
で
喝
破
し
た
だ
け
の

勇
氣
は
あ
つ
た
人
に
違
ひ
な
い
。
ま
た
見
樣
に
よ
つ
て
は
、
羅
馬
武
士
に
劣
ら

ぬ
「
パ
ル
テ
イ
ヤ
」
武
士
の
血
が
流
れ
て
居
つ
た
と
も
見
ら
れ
る
。
世
人
は
、

達
磨
大
師
の
面
壁
九
年
の
話
や
ら
、
神
光
と
の
問
答
の
話
や
、
大
師
に
關
す
る

種
々
の
奇
怪
な
る
話
が
如
何
に
も
常
情
を
以
て
測
る
こ
と
の
出
來
ぬ
を
見
て
、

達
磨
大
師
西
來
の
眞
面
目
に
つ
き
種
々
の
懷
疑
的
評
論
を
な
す
人
も
あ
る
。
私

ど
も
も
、
達
磨
大
師
の
支
那
に
來
た
の
ち
の
傳
説
は
後
人
の
作
で
あ
つ
た
と
云

ふ
説
に
は
、
或
る
程
度
ま
で
尤
も
だ
と
思
ひ
ま
す
が
。
達
磨
大
師
に
限
ら
ず
、

當
時
印
度
に
於
て
漸
く
組
織
的
に
な
り
、
體
形
を
具
す
る
に
至
つ
た
新
佛
教
の

哲
學
及
び
こ
れ
に
基
づ
き
て
現
は
れ
た
修
養
・
教
育
方
法
を
傳
へ
ん
た
め
、
支

那
に
來
た
眞
諦
三
藏
等
が
、
實
利
一
點
張
り
の
南
方
支
那
人
、
官
仕
し
て
利
禄

を
求
む
る
こ
と
に
終
生
專
念
す
る
南
方
の
支
那
人
、
華
靡
、
駢
儷
對
偶
の
文
體

に
浮
身
を
や
つ
す
支
那
の
文
人
ま
た
は
知
識
階
級
に
接
し
て
、
適
當
な
る
法
器

を
發
見
し
得
る
に
如
何
に
苦
心
し
失
望
し
た
か
、
達
磨
大
師
に
關
す
る
物
語
か

ら
推
測
す
る
こ
と
が
出
來
る
と
思
ふ
も
の
で
あ
り
ま
す
。
達
磨
大
師
が
印
度
か

ら
支
那
へ
西
暦
紀
元
五
百
二
十
年
に
來
た
か
否
か
、
梁
の
武
帝
と
問
答
し
た
か

否
か
、
乃
至
一
葦
の
葉
に
身
を
托
し
て
、
揚
子
江
を
渡
つ
て
北
方
支
那
に
向
つ

て
赴
い
た
か
否
か
、
私
ど
も
の
問
ふ
と
こ
ろ
で
な
い
。
た
ゞ
こ
れ
に
よ
り
て
、
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印
度
に
起
つ
た
大
乘
佛
教
の
思
想
が
南
方
支
那
を
見
限
つ
て
北
方
支
那
に
移
り
、

北
方
支
那
に
も
僅
に
履
半
足
だ
け
を
殘
し
て
再
び
流
沙
葱
嶺
の
西
に
歸
つ
た
と

云
ふ
こ
と
で
、
西
暦
第
六
世
紀
の
前
半
に
は
、
南
北
支
那
い
づ
れ
も
大
乘
相
應

の
國
で
な
か
つ
た
こ
と
を
認
知
す
れ
ば
、
そ
れ
で
よ
ろ
し
い
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
約
二
百
年
を
距
て
て
、
同
じ
「
パ
ツ
ラ
※
」
族
の
國
か
ら
、
印
度
宗

教
の
精
華
、
大
乘
佛
教
の
極
致
た
る
眞
言
密
教
を
金
剛
智
三
藏
が
來
り
て
支
那

に
傳
へ
、
支
那
の
民
族
的
宗
教
の
道
教
と
融
合
し
て
、
渾
然
相
支
吾
す
る
こ
と

な
き
密
教
を
、
儒
道
佛
の
三
教
に
通
じ
た
宗
祖
大
師
に
よ
り
て
、
達
磨
大
師
の

時
代
か
ら
三
百
年
の
後
に
我
が
國
に
將
來
せ
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
其
の
間

に
、
達
磨
大
師
の
提
唱
に
か
ゝ
る
新
興
佛
教
に
驚
魂
駭
魄
の
支
那
の
知
識
階
級

は
、
こ
れ
を
理
解
し
、
體
得
す
る
ま
で
に
、
先
づ
具
舍
の
研
究
か
ら
始
め
て
確

實
に
佛
教
の
經
論
に
用
ひ
ら
れ
た
る
用
語
、
術
語
の
觀
念
を
把
握
せ
ね
ば
な
ら

な
か
つ
た
。
唯
識
の
知
爲
眞
の
認
識
論
か
ら
出
發
し
て
、
八
不
中
道
、
百
非
皆

遣
、
人
法
無
我
の
高
遠
な
る
哲
理
を
把
握
せ
ん
と
し
て
把
握
出
來
ず
、
體
得
出

來
ず
し
て
、
動
も
す
れ
ば
、
淺
薄
皮
相
の
懷
疑
に
陷
り
、
絶
望
の
地
獄
に
陷
ら

ん
と
す
る
に
臨
み
て
事
事
無
礙
、
理
事
圓
融
の
哲
理
が
現
は
れ
て
、
や
が
て
即

事
而
眞
、
色
心
一
如
、
凡
聖
不
二
の
宗
教
が
建
立
せ
ら
れ
、
小
乘
の
佛
教
に
説

く
地
獄
極
樂
の
説
に
拘
泥
し
、
現
世
死
後
の
應
報
の
説
に
心
を
奪
れ
た
民
衆
は
、

天
空
海
濶
の
自
由
の
天
地
に
活
動
の
場
所
を
發
見
し
、
輪
王
無
價
の
髻
珠
は
外

に
求
む
る
ま
で
も
な
く
、
却
つ
て
大
な
る
自
我
の
中
に
あ
り
、
胼
胝
窮
子
の
辛

苦
し
て
尋
ね
※
は
る
眞
の
父
は
、
遠
き
に
求
む
る
ま
で
も
な
く
、
却
つ
て
自
己

の
眼
前
に
居
る
こ
と
を
悟
ら
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
今
日
よ
り
遡
り
て
考
へ
て

見
る
と
、
達
磨
大
師
が
通
商
立
國
を
國
是
と
し
た
南
印
度
の
國
土
、
海
に
入
り

て
寶
を
求
む
る
事
を
建
國
の
主
義
と
し
た
南
印
度
の
都
邑
に
於
て
、
※
釀
發
生

し
た
印
度
文
化
の
最
高
潮
に
達
し
た
時
代
の
思
想
を
支
那
に
齎
ら
し
た
時
代
、

ま
た
眞
諦
三
藏
が
、
南
北
印
度
交
通
の
要
衝
と
し
て
印
度
の
天
文
地
理
學
者
が

經

度







線
の
起
點
と
し
て
定
め
た
鬱
邪
尼








の
都
の
學
術
科
學
を
將
來
し
た
時
代
、

即
ち
西
暦
紀
元
第
六
世
紀
の
前
半
か
ら
、
同
じ
通
商
立
國
の
國
即
ち
香
至
國








の

艦
隊
に
護
ら
れ
て
金
剛
智
三
藏
が
入
唐
の
時
代
ま
で
、
大
約
二
百
年
の
間
か
ゝ

つ
て
、
支
那
に
於
て
漸
や
く
眞
の
大
乘
思
想
が
會
得
せ
ら
れ
體
認
せ
ら
れ
た
次

第
で
あ
り
ま
し
て
、
法
顯
三
藏
が
其
の
著
、
佛
國
記
中
、
巴
連
弗
邑
〔Pa_tal

i-gra_m
a

〕
の
節
に
於
て
述
べ
居
ら
れ
る
如
く
、
僅
に
羅
越
宗
〔ra_jya-sva_

m
i

〕,

ま
た
智
猛
の
所
謂
羅
汰
私
寐
迷
〔rattha-sva_m

i_

〕
（
〔ra_stra

〕-

〔sva_m
i_

〕
）
と
稱
せ
ら
る
ゝ
一
婆
羅
門
子
に
よ
り
北
方
印
度
に
於
て
保
護

し
支
持
せ
ら
れ
た
に
過
ぎ
な
か
つ
た
大
乘
思
想
は
、
此
の
二
百
年
の
間
に
於
て
、

支
那
に
於
け
る
知
識
階
級
の
常
識
と
な
り
、
士
大
夫
修
養
の
指
導
精
神
と
な
り

終
せ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
か
く
な
り
ま
す
る
ま
で
に
は
、
印
度
に
於
て
は
、
善

財
童
子
は
道
を
求
め
て
五
十
三
の
智
識
を
訪
問
し
て
請
益
せ
ね
ば
な
ら
な
か
つ

た
。
常
啼Sada-prarudita

菩
薩
も
出
現
せ
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
支
那
に
於

て
は
、
流
沙
葱
嶺
の
險
を
冒
し
南
海
風
濤
の
難
を
凌
ぎ
て
、
幾
多
の
名
僧
高
僧

が
來
住
せ
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
こ
と
は
云
ふ
ま
で
も
な
い
。
斯
く
し
て
支
那
の

指
導
階
級
一
般
の
常
識
と
な
り
畢
つ
た
大
乘
思
想
の
精
髓
は
、
華
嚴
の
色
彩
を

帶
び
て
眞
言
密
教
と
な
り
、
支
那
の
大
衆
的
宗
教
の
道
教
と
合
糅
混
一
せ
る
状

態
に
あ
る
こ
と
大
約
一
百
年
、
遂
に
、
儒
道
佛
の
三
教
を
兼
ね
て
會
得
し
た
一

大
天
才
に
よ
り
て
、
支
那
よ
り
日
本
に
傳
へ
ら
れ
て
、
今
日
に
及
ん
だ
次
第
で

あ
り
ま
す
。
其
の
一
大
天
才
と
は
何
人
か
、
云
ふ
ま
で
も
な
く
、
宗
祖
大
師
即

ち
弘
法
大
師
其
の
人
で
あ
り
ま
す
。
か
く
論
じ
來
れ
ば
、
西
暦
紀
元
第
九
世
紀

の
初
頭
に
於
て
宗
祖
大
師
が
、
支
那
海
の
波
濤
を
乘
り
切
り
て
遣
唐
大
使
の
一

行
と
共
に
福
州
に
漂
着
せ
ら
れ
た
こ
と
は
、
單
に
支
那
よ
り
密
教
を
傳
へ
ん
た

め
と
見
る
べ
き
で
な
く
、
實
は
、
西
暦
紀
元
第
二
世
紀
の
頃
よ
り
中
央
印
度
南
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方
印
度
に
於
て
胎
動
し
つ
ゝ
あ
つ
た
新
文
化
・
新
思
想
が
、
三
百
年
を
經
て
支

那
に
入
ら
ん
と
し
て
入
ら
ず
、
更
に
ま
た
二
百
年
を
經
て
、
金
剛
智
三
藏
次
い

で
不
空
金
剛
三
藏
を
經
て
、
漸
や
く
支
那
に
入
つ
た
も
の
を
日
本
に
始
め
て
將

來
せ
ん
た
め
と
見
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
此
の
意
味
に
於
て
、
我
が
國
の
眞
言

宗
の
宗
徒
は
宗
祖
大
師
の
我
が
國
に
於
け
る
降
誕
の
日
を
記
念
す
る
と
同
時
に
、

不
空
金
剛
三
藏
の
入
寂
の
日
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
不
空
金
剛
三
藏
の

入
寂
の
日
を
記
念
す
る
と
同
時
に
、
其
の
師
、
金
剛
智
三
藏
の
生
國
を
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
。
金
剛
智
三
藏
の
生
國
は
印
度
の
い
づ
れ
に
あ
た
つ
た
か
を
詳
に

す
る
と
同
時
に
、
こ
れ
を
伴
う
て
來
た
「
ア
ド
ミ
ラ
ル
」
米
准
那
將
軍
の
名
を

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
誤
讀
し
て
は
な
ら
な
い
。
若
し
そ
れ
、
金
剛
智
三

藏
よ
り
以
前
の
龍
猛
・
龍
智
神
の
事
蹟
に
至
り
て
は
、
こ
れ
を
無
責
任
な
る
俗

學
者
の
云
爲
に
任
せ
ず
、
眞
言
宗
全
體
の
碩
學
と
共
に
研
究
し
て
余
は
更
に
合

理
的
説
明
を
な
さ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
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